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日 本 岩石 鉄 物 鉄 床 学会 昭和 35 年 度 総 会 並び に 特別 講演 会 の 予告 , 評議 員 会 記 
事 , 会 員 動 静 , 会 費 納 入 の 件 , 投稿 規定 


a Fil ma oP 
Invertebrate Palaeontology. By Easton, H.W. 
4D GR 


鉄 物 学 及び 結 品 学 新 ゲ ダ ゲルマニウム 鉄 物 Fleischerit 及び 伊藤 石 th 3 fF 
岩石 学 及 び 火 山 学 Cashel-Lough Wheelaun ##A Bt RAD YES 


岩 源 ホ ルン フェ ルス 他 3 件 
金属 鉄 床 学 Ag,S-Bi.S;-PbS 三成 分 系 他 4 件 
Ah GR RBRAOMMMREIC LUBARTAW T4774 
Foe Fi ft 2 
ee wy Ye KIBRIC LAAY bh UU SL AM de 
の 成長 
総 A mR 


東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉱床 学 教室 内 
HA a a oh SK 


会 報 


日 本 洪 石 鉱物 鉱床 学会 昭和 35 年 度 総会 並び に 特別 講演 会 
下記 次 第 に より 総 


時 

場 所 
総 会 
特別 講演 
懇親 会 


特別 講演 


1 


9 


a 


) 犬 西洋 の 火山 見 学 ヨ 


) 


沿 英 2 年 の 生活 を ふり か えつ て (スラ イド 使 ) 


公会 並び に 講演 会 を 開催 し ます 。 

昭和 36 年 1 月 19 日 (木曜 日 ) 
東北 大 学 理学 部 貼 石 鉱物 鉱床 学 教室 
(11. 00~12. 00) 

(13. 00~17. 00) 

(17.30) 


(FARSVY, FYVARUATY 4B) (8 2 USA) 


東京 大 学 地震 研究 所 森 


) 


工業 技術 院 地 質 調 査 所 BD 


Aa Des Fs 


Jie eas 


評議 員 会 記事 昭和 35 年 11 月 28 日 PRS ~~ SERIA PS ea oea ee 


室 に 於 て 評 識 員 会 を 
出席 者 河野 会 


. ERB 


4, 


9 


“a. 


3. 


4. 


5. 


開催 し た 。 


長 , 大 森 , 加藤 , BA TA Fe 早川 
JU, 片山 久野 , 柴田 , 人 須藤: WEA, JR 


mR, 三枝 , AE. Tie. Be 


EBA LU ROME HE SNK 


1) 特別 会 員 の 加入 進捗 状況 昭和 35 年 11 月 28 日 迄 の 加入 
2) 会 費 値 上 げに 対す る 会 員 か ら の 回 答 昭和 35 年 11 

%), 条件 付 准 成 (300 円 位 に 値上げ 希望 ) (8 
会 員 か ら の 昭和 36 年 度 評 議員 候補 者 の 推薦 は 11 月 28 日 現在 迄 回 答 な し 。 
文部 省 よ り 刊 行 助成 金 60,000 


待 場 各 評議 員 , 委任 状 A 
る 吉木 , 渡辺 , EFA 


Rye 兼子, 


H, 野田 , 本 多 名 評議 員 


円 が 10 月 に 交付 され た 。 


OO 回 き 
月 28 日 迄 現在 養成 31 (84 
96), ABR S (8 


9%) 0 


・ ARAB EBA LY) 11 A 28 日 現在 迄 の 会 計 報 告 及び 会 誌 を 月 刊 に し た 場合 の 


昭和 36 年 度 予 算 の 報告 が な され な た 。 
3. 大 森 編 集 常 任 委 員 及 び 八 木 会 員 常 
経過 報告 が な され な た 。 


河野 会 長 , 大 森 評 識 員 より 研究 連絡 委員 会 の 報告 が あぁ つた 。 


会 員 入 退会 の 件 特別 会 員 入 会 15 名 , 正会員 入会 9 名 , 
会 計 月 刊 及び 会 SABE (1,000 円 ) OFF, 報告 事項 に 3 


bat 


TBE ( 代 山岡 一 雄 ) より 夫々 11 月 28 BED 


退会 3 名 の 承認 。 
基き 秒 議 の 結果 昭和 36 年 


a 


度 よ り 会 誌 月 刊 , SAME, 並び に 超過 買 分 の 著者 負担 を な くす る こ と が 承認 さ 


れ た 。 


昭和 35 年 度 総 会 の 件 , 総会 は 昭和 36 年 1 月 19 日 ( 木 ) RAL eke 


に 於 て 開催 し 
昭和 36 年 度 評 
ae @ 4720 


前 記 予 告 の 如き 行事 を 行う 。 


評議 員 候補 者 推薦 の 件 , 本 学会 推薦 の 昭和 36 年 度 評議 員 候 補 者 の 基 


文部 省 科 学研 究 費 分 科 客 議会 委員 候補 者 推薦 の 件 , KES LUKE HARE 
D2 BE THEE T So 


BAEHOS eH Thy UK & RR 1960 年 1 月 1 日 


火山 放 土 壌 中 の montmorillonite に つい て 


On the montmorillonite in a volcanic ash soil 


H4 3h Ye — (Jun-ichi Masui) * 


Abstract: The volcanic ash soils with different colours, textures 
and hardnesses were collected from the soil profile according to different 
depths in northeast Japan. The mineralogical properties of the soils were 
studied. 

1. The soils usually have a clay pan at about 30cm in depth from 
the surface, strong adhesion, and are very poor in plant growth. 

2. The soils have low saturation degree, and these pH values are 
low. 

3. The mineralogical compositions of the sand fraction is composed of 
quartz, oligoclase-andesine, hypersthene, opaque minerals, pumice, volcanic 
glass and a very small amount of augite and hornblende. In the lower 
layer which is the weathered product of the dacitic tuff referred to upper 
Pliocene age, hornblende did not be found. 

4. The clay fraction is mainly composed of montinorillonite with a 
small amount of halloysite, gibbsite, quartz, cristobalite. From the surface 
layer to the middle montmorillonite slightly decreases, and gibbsite and 
halloysite increase. In the lower layer which has a large amount of gibbsite 
and cristobalite, any clay minerals except a very few amount of halloysite 
did not be found. 


Dias RT At ee 
正本 土壌 の 大 部 分 は 多少 に 抱 ら ちず 火山 灰 を 含み , HOMBLRICOSRUBV. Z 
等 火山 灰 土 壌 中 の 粘土 鉄 物 に 関し て は 多く 研究 が 23 信行 われ て いる が, 北海 道 が か ら 泌 


東北 大 学 農 学部 

1) Sudo,T., comptes rendus de la dix-neuvieme session Alger, Congrés 
géologique international, Fascicule, 18, 123~135, 1952. , 

2) Sudo, T., Clay min. Bull., 2, 96~106, 1954. 

3) Aomine, S. and Yoshinaga, N. Soil Sci., 79, 349~357, 1955, 


4) (ERA, BAB, 土肥 誌 , 27, 135~139, 1959, 
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ND に 至る まで 特殊 な 環境 地帯 を 除き , allophane, hydrated halloysite, halloysite 
等 よ り 成 つて いる の が 普通 で ある 。 西 も 時 代 の 新しい も の は allophane を 主体 と し , 古 
く な る に 従 つ て hydrated halloysite, halloysite が 多く な る 。 此 の 事実 は 須藤,・ 圭 
屋 , 倉林 3, 石井 ・ 森 り 等 に よ つ て 指摘 され, ARR 12% allophane より hydrated 
halloysite へ の 変化 過程 を 電子 顕微 鏡 か ら 見 出し て いる 。 

東北 地方 に 於 ける 火山 灰 土壌 の 粘土 鍛 物 に 関す る 研究 は 極め て 上 少 い が の 9), 他 地 方 と 
同様 allophane, hydrated halloysite が 報告 され て いる 。 

ILO RR ARICA ZK RIE kT allophane を 生じ , 時 代 の 経過 と と も に 
hydrated halloysite に 移行 する と 考え られ て いる が が , こ ゝ に 報告 する 川 渡 火 山 灰 土壌 
FEEOAKBSNE montmorillonite か ら 成る る も る の で あぁ あり, -KiWKOBUEICESL ti CH 
味 あ る 事実 と 思わ れる 。 


248 0 性 質 


宮城 県 北西 部 の 川 渡 附 近 は 第 三 紀 鮮新 世に 相当 する 石英 安山岩 質 の 減 灰 岩 , 疾 結 北 灰 
岩 , 砂 質 凝灰岩 等 か ら 成 る 丘陵 性 山地 で , 之 れ を 新 期 の 活動 に よる 石英 安山岩 質 の 火山 
Ky 100~150 cm の 厚 さ で 被っ つて いる 。 

ERA ORL 東北 大 学 川 渡 総 合 農場 田代 地区 の 一 部 で , 標高 550 m, 丘陵 性 山地 
の 凸 部 に 相当 し , 西 も 殆 ん ど 平 坪 な 部 分 で 行 つ た 。 植生 は 草地 で 僅か に 1m 程度 の 溢 森 
を 交え て いる 。 

深き 約 110 cm の 土 層 断面 を 色 , 構造 , 硬度 等 より 6 層 に 区 分 し , 第 3, 4 及び 6 

層 の 試料 を 控 集 し た 。 基 の 簡単 な 性 質 を 第 1 表 に 示す 。 


第 1 表 土 層 断面 の 性 質 


試料 | 層 位 | 深き ; 
me = | @e | (cm) 特 tek 
I O~ 4 | wEARRLe (10.0 YR 2/2) ORE, BORDERS, 
WD. 
1 1 | 4~ 12 | 斑 神 黒色 、 表 層 よ り 時 色 が 強い (10.0 YR 1.5/2), 
ee CHM, FSG PEGE. 
2 』 | 1230 | mae (10.0 YR 3/2). HEEL, 構造 な し , 
此 の 部 分 は 極め て 区 い 、. 
3 W | 30~ 60 | BERR (10.0 YR 5/6), metic 
ET ME Ae > HR Vy 
T 60~ 90 IRF BERS FB, (10. 0 YR 5/6~4/4), 2~7cm KOA 
Hie PNET ORES. 
4 Vi 90~110 + 灰 黄 補色 (1 0.0 YR 5/2~6/2), ABRIL ES A 
Tee EMD. 


1) 菅野 一 郎 , KELBIRO Yes (I), 113~120, 1959. 
2) Sudo, T., Ait, 1952; 前 出 , 1954. 
3) 土屋 竜 雄 , 倉林 三郎 , 地質 , 64, 605~615; 1958, 粘土 科学 の 進歩 (1), 
113~120, 1959; Hh, 65, 545~551, 1959. 
4) 石井 次 部 , FR WE, at 65, 357~363, 1959. 
) Sudo, T., Min, Jour., 1, 66~68, 1953. 
) 塩 人 松 三 郎 , tO ESS, bee 22, 13~18, 1951. 
) 
) 


塩入 松 三 郎 記念 論文 集 , 土壌 学研 究 , 192~201, 1952. 
江川 友治 , 渡辺 裕 , 佐藤 昭夫 , 農 技 研 報 告 , 5, 39~107, 1955, 
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60cm HL OU AROAK ROS MY, 90 cm 以下 は 第 三 紀 の 石 英 安 山 岩 質 涯 
灰 岩 の 風化 物 で , 60 へ ~90 cm の 部 分 に は 25cm 大 の 石英 容 山 岩 の 音 片 が 混入 し て い 
る 。 

第 2 表 に 示す 様 に 置換 性 塩基 は 何れ も 極め て 少く , 極端 な 塩基 不 飽 和 の 状態 に あり , 
PH も 可 成 り 低 く , 酸性 の 強い 火山 灰 に 相当 する 。 最 下 層 の 人 第 三 紀 の 風 化物 の 塩基 飽和 


第 2 表 土 壊 の 塩基 置換 容量 , 紀 換 性 庶 基 及び pH 


| 0 * 
#* " | CaOQ MgO K,O Na,O % 
1 39.0 8 0.85 0.50 (りき SS 11.0 4.14 
2 2229 0.81 0.08 0.23 1.18 10.0 5.01 
3 17.8 0.56 0.31 0.10 0.18 Geo: 5.06 
4 4.3 0.37 0.09 0.24 0.24 DANS) 5.26 
* m.e/100¢g 


度 は 上 層 に 比べ て 多少 高く な つて いる 。 
之 等 の 土 雷 は 既に 報告 し た 方 法 に より 各 尊 径 に 分 離 , 粘土 は 水 酸 化 鉄 , Si 及び Al ゲ 
ル を 除き , Ca REICH ro 


3. 砂 の th H 組 成 


沈降 法 に より 分 離 後 , 附 着 せる 水 酸 化 鉄 を 除い た り 砂 の 中 0.1 mm 以上 の 尊 径 部 分 の 
鉄 物 組 成 は 第 3 表 に 示す 通り で , MME AR BA, KIUTI A, RARE. 
普通 輝石 , 不透明 鉄 物 及 び 時 に 角 了 図 石 か ら 成 つて いる が , 比重 2.9 LL LOMB MIZE % 
に 過ぎ ず , 大 部 分 は 2.9 以下 の 所 調 軽 鉄 物 で ある 。 


第 3 表 砂 (>0.1mm) O Hk HM #A me (Wt. %) 


No. 1 2 3 4 
se y 3.7 1.5 3.8 5.6 
iy - . 0.4 0.1 0.2 0.1 
{6 YR 石 0.1 0.0 0.0 0.1 
角 fl A 0.1 0.0 0.0 0.0 
AR OY PA GK 3.1 1.4 2.5 5.9 
Er i: 5.7 3:3 We 12.9 
ae: nee =) 42.2 13.8 7.6 56.0 
24 Fa 24.2 78.6 84.5 19.3 
Duy ae 末 201.5 1.3 0.1 0.1 
HE GK Yn / GK YD 12.5 82.2 14.4 7.5 


最 下 層 の 砂 英 安山岩 質 北 灰 岩 の 風 化物 は 津 石 , 火山 グラ ス が 上 部 の 各層 に 比較 し て 少 
く , 両 鑑 型 石英 , Be (An%=25) 及び 重 鉄 物 が 多く , 角 図 石 は 認め ちら れ な い 。 上 部 


1) 川 串 桂 三 郎 , 松尾 嘉郎 , 土肥 誌 , 25, 31~35, 1954. 
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DARUKEKORZ=BdMPAVOMKMERTA, 重 鉄 物 が 少く , MHOBNALESC. 
何れ も 鉄 物 の 種類 に 差異 は な い 氷 , 夫々 を 量 的 に みれ ば 不 連 続 で あり , 同じ 岩 質 で 古 も 
鉱物 組成 割合 の 多少 違 つ た 火山 灰 が 価 回 か 堆積 し , 同時 に 又 堆積 後 多少 移動 が 行わ れ た 
も の と 考え られ る 。 


4,.% + ©O th w 8K 


精 鎧 され た Ca Fite 5096 RA 中 に 10 AGRE L PBR RNC L ho MRA 
析 は 1 分 10°C Che, X 線 回 析 は Geigerflex に よ ょ つた 。 HO 条件 は 次 の 通り で あ 
る 。 Target Co, Filter Fe, Time constant 4 sec., Scanning speed 2°/min, 
30 kV, 10 mA. 

<O.5 py HA: HIYO D-T-A 曲線 は 何れ も 120°~160°C, 300°~320°C, 500°~ 


1 <0.5g 粘土 の 示 差 熱 分 析 曲 線 


| | | | | 

200°. JOO? EoO 600 1pocls 

560°C に 吸熱 ピー ク , 900°~970°C に 発熱 ピー ク を 持つ が , ピーク の 大 さき, 温度 に は 可 
成り の 差違 が 認め られ る 。 吸着 水 に よる 150°C 附近 の ピー ク は 下層 程 温度 が 低く , 最 
下層 で は 共 の 振 市 が 小さ く 且 つ 低 温 に 移動 し て いる 。 No. 1 へ 3 は 何れ も 200°~230°C 
に 小さ な ビー ク を 伴い , montmorillonite の 特徴 を 示す 。 Gibbsite L#RGN る 。 

300°~330°C 附近 の ビ ピーク は 下層 に な る に 従 つ て 増大 し , 且つ 多少 高温 側 に 移動 する 。 

500°~ 600°C の ビー ク は 逆 に 下層 程 小さ く , 且つ 低温 側 に 現われ る 様 に な る 。 又 900° 
~1000°C の 発熱 ピー ク は 下 周 程 高温 に 移り , HONALCHS, HoOmse — 7 Diep D 
減少 と 低温 側 へ の 移動 は , 試料 の 量 と 直接 の 関係 を 持つ 事 は , 須藤 等 2) < ょ り 報 告 さ 


1) Sudo,T and Kosaka, J., Jap. Jour. Geol. Geogr., 22, 215~229, 
1952. 


2) ZARA, KEG, 68~69, 1953. 
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れ , 叉 我々 の 実験 で も 確 め られ た 。 500°C~600°C OY —7 OFF HOM & (HIEMIAD 
移動 は , 下層 に な る に 従 つ て 灯 土 鉄 物 が 減少 し , 他 鉄 物 の 増加 する 事 に よる も の で , It 
Ops gibbsite と 差 え られ , 300°C 附近 の ピー ク の 下層 へ の 増大 が 和 之 を 示し て い 
る る 
第 2 図 の X 線 回 折 で は No. 1, 2 及び 3 共に 15.1~15.6A の ピー ク が 著しい が , 

No. 4 で は 認め られ な い 。 此 の ピーク は ethylene glycol 処理 で 17.3A に (第 3 図 ), 
350°C で 2 時 間 加熱 する と 10.5A 附近 に 移動 する (第 2 図 )。 叉 (060) は 1.498A に 
現われ る 。 7A-kaolin gmt #RENSZ 7.5A の ピー ク は No. 1 で は 認め られ ず , 下 
層 で 多少 明か に な り , 同時 に 10A 附近 に 極め て 巾 の 広い 西 も 小さ な ビー ク が 現われ る 


第 2 図 <0.5g +O X 線 回 折 図 (H): 350°C pa 
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第 3 図 No.3 #§+-0 X spalg7 (CuKa) 
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Let ttt Ld acide an 
= lO” og IO 
A: 未 処理 く 0.5g 粘土 , B: ethylene glycol 処理 
<0.5p 粘土 
C: 未 処 理 0.5 へ 1.0g Hick, D: ethylene glycol 処理 
0.5~1.0u #5 
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が , LH 350°C 2 時 間 加 熱 で 消失 し , 7.5A が 多少 増大 する 。 No. 2 ょ より 下層 に は 
gibbsite の ピー ク が が 現われ , 下層 理 増 大 し , No. 4 で は cristobalite の 小さ トピー ク 
も 認め られ る 。 

化学 分 析 の 結果 は 第 4 表 の 通り で , 下層 に 向 つ て SiO, が 減少 , Al20。 が 増加 , 最 下 
層 で は 大 部 分 が Al2。O。 で あり , gibbsite DH THUOHERL TWH. No. 1, 2 及び 
3 は 多少 halloysite を 含む が 生々 Al。O。 が 過剰 で ある 。 No. 1 ld X HECK gbbsite 
の 存在 は 認め られ な い が , D-T-A で は 305°C に ピー クボ が あり, 数 9%8 の gibbsite の 
存在 が 予想 され る 。 MgO, FeO 共に 下層 へ 僅か に 減少 し て いる が , No. 3 で は C-E-C 


BoA Hh D (t & MM (350°C basis) 


nl 


< 0.54 0.5~ 1.0 p 
1 2 3 4 1 2 3 4 
SiO, 55.08| 50.37| 48.48| 16.46| 67.48| 62.57) 55.06] 70.03 
Ai,O, 29.06 | 34.80] 36.69| 75.32] 21.80] 25.18 | 33.06] 23.40 
Fe,O3 4.43 | 2.061 F388) “E47 4201 147 os 
FeO 0.35] 0.40| 0.30] 0.08] 0.46] 0.69| 0.57] 0.10 
MgO R20 "2 NCI 52405 tr (AS mek) 1.83 tr 
CaO SOUt VOT A169. OLS 1.58) Sot Soa tees 
K,O 0.14| 0.08| 0.01 tr EO 71.654 00 
Nao Old OS OT 0.15) 0555), Gat) 0.28 Oct 
H,O+ 6.29} 6.67] 6.55) 6.60] 4.18] 5.31| 5.58] 4.91 
Total 99.67 | 99.74] 99.78] 100.23| 99.68| 99.64] 99.79] 99.93 
C-E-C# | 67.80] 62.00] 54.70] 4.45| 33.62] 48.63| 33.31] 4.89 


* 塩基 置換 容量 (m.e/100g), NH,-Ac ¥& 


の 値 に 対し て 多少 過剰 で あり , BED chlorite, vermiculite の 存在 も 考え られ る 。 NM 
CaO 及び Na,O の 一 部 は 倖 長 石 に よる も の で あろ 3 う 3 。 

之 等 の 実 険 結 果 か ら No. 1 は 大 部 分 montmorillonite で 極め て 少量 の gibbsite, 
quartz を 含み , No.2,3 で は montomorillonite は 減少 の 傾向 を と り , Wrz gibbsite, 
halloysite が 増加 , 最 下層 で は 基 の 鉄 物 組 成 を 異 に し , 大 部 分 gibbsite で cristobalite, 
hydrated halloysite, halloysite を 伴う 様 に な る 。 

次 に 日 本 火山 灰 土壌 に FAA EIS EMDR ML LTC HEF S allophane の 問題 が 残 
So 分 離し た 粘土 に は 腕 鉄 処理 施さ れ て を り , allophane が 存在 し た と し て る も る , [LO 
処理 に よっ つて 可 成り 除 か れる 可能 性 が あぁ る の で , 未 処 理 土壌 粘土 中 の allophane を 
Aomine Jackson 法 り に よっ て 調べ た が 殆 ん ど 認め られ な か つた 。 これ に 就 い て は 別 

CHET So 
A co 於 て 一 度 allophane を 生じ , WE TIAN AMOS MicBOTet 


し まつ た も の か , 或 は 最初 か ら allophane の 過程 を 通ら ず に 結晶 性 粘土 鉄 物 の 生成 が 行 
われ た か 不明 で ある 


1) Aomine, S. and Jackson, M.L., Soil Sci.’ Soc. Amer. Proc., 23, 
210~214, 1959. 
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0.5~1.0u +: D-T-A 曲線 (第 4 図 ) は <0.5g 粘土 に 比較 し て 総 て ビー ク が 小 
さい 。 各層 の 100°~200°C の ビー ク は 振 巾 , 温度 共に 比較 的 類似 し , No. J 及び 2 で 
は 215°C 附近 に , No. 3 で は 175°C に ビー ク を 持つ が , No. 4 で は 見 らち れ な い o 
300°C 附近 の gibbsite の ビー ク 及 び 500° へ 600°C の ビー ク は 下層 程 増大 する 。 BA 
i EAPC AK ( HORM TH No. 1,2 RU 3 MPA OOBRE AT A, No. 4 
は 比較 的 鋭く halloysite の それ に ML THY, No. 1, 2, 3 1 は montmorillonite, 
No. 4 で は halloysite の 存在 が 予想 され る 。 

X 線 の 結果 (第 5 図 ) を みる と , No. 1, 2 及び 3 は 非常 に 似 て を り , 15.1A% 3.35A 
の ピー クボ が 極め て 鋭く , 7.2A, 4.08A SNS WMAEECH So gibbsite の 4.87A Oe 
ー ク は 小さ い ビ ピー ク と し て 下層 で 認め られ る 。 No. 4 で は 15.A は 全く 見 られ ず , 僅か 


第 4 図 0.5~1.0g LOMBARD Hse 


post bon ot 0 
She ce LOB aie 
pot} 
\| 
eae 1 A at eee eee 
COO A ISO 800 OS 


第 5 図 0.5~1.0g 粘土 の 線 回 折 図 
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に 7.6A 附近 に 低 角 度 の BBE 引い た 巾 の 広い , ビ ピー ク が ある 他 , cristobalite "の 
4.08A の ピー ク の 極め て 著しい の が 特徴 で ある 。8&gibbsite DE— 7k LBL YD OBA 
x2, 叉 3.35A も 認め られ な い 。 15.1A は ethylene glycol 処理 に より 17.6A に 移 
BIS (第 3 図 ) (060) は 1.500~1.497A に 見 られ る 。 

aA OMOEA AT Cit No. 1 か ら 8 へ SiO, が 減少 , Al,O, H,O+ が 増加 し て を 
り , gibbsite, halloysite が 下層 程 多 い 事 を 示す 。 MgO 及び FeO は 下層 程 増 加 の 6 
向 を と り , C-E-C か ら 計 算 す る と No. 3 で は 多少 過剰 に な る 。 この 事 は chlorite; 
vermiculite, 或 は 鉄 苦 土 鉱物 が 微量 温 入 し て いる 事 を 意味 する も の と 思わ れる 。 

以上 の 実験 結果 を 総合 する と No. 1, 2, 3 は montmorillonite を 主 成分 と し , 石英 
を 伴い , 少量 の halloysite, cristobalite 及び gibbsite を 含む 。 芝 等 は 量 的 に 著しい 
差 は な い 。 最 下層 の No. 4 は cristobalite 示 主 成分 で , 少量 の halloysite, gibbsite 
EPID, 石英 は 認め られ な い 。※X 線 で は 現われ な い が , 化学 分 析 の 結果 か ら み れ ば 概 
め て 微量 の chlorite, vermiculite 或 は 鉄 若 土 鉄 物 の 含ま れる 可能 性 が ある 。 


i £3 ed 


KEEMD OGKINS Be 定量 的 に 算出 する に は 種々 の 困難 が あり , 本 土壌 に 関す る 以上 
の 実験 段階 で は 正確 な 数 字 を 求め る 事 は 出来 な い が , X RE, 示 差 熱 分 析 及 び 化 学 分 
析 値 を 総合 し , 更に <0.5g と 0.5~1.0g 粘土 の 量 比 か ら lu 以下 の 粘土 全体 に つい て 
の 各 久 物 の 大 体 の 量 的 関係 を 知る 事 が 出来 る 。 

その 結果 に よる と No. 1 か ら 3 迄 は montmorillonite 災 主 成分 で , 数 96 の hal- 
loysite, gibbsite, cristobalite 及び quartz #fFOTWA, 併 し montmorillonite 
は 下層 に 向 つ て 減少 , wil gibbsite ILMMOMALAT HPBORRRL SG VRS 
の 風化 物 に は montmorillonite は な く , halloysite も 極め て 僅か で , 大 部 分 は gibbsite 
で 同時 に cristobalite も 多量 に 含ま れる 。 叉 上 部 各層 に 見 られ た 石英 は 殆ど な さく, 
allophane も 認め られ な い 。 

川 渡 大 山 灰 土壌 は 新 期 の 火山 灰 と し て は HERAT ID 少 い 酸性 火山 岩 に 由来 し た 土 震 で 
HY, 基 の 性 質 は 極め て 塩基 不足 で , 酸性 が 強く, 20 cm SAE VC RE 7 BR RELA OBR 
め ら れる 。 既に 述べ た 様 に 我国 火山 灰 土壌 の 粘 士 鉱物 は 主 に allophane と halloysite 
で あり , 時 代 の 経過 と 共に 後者 の 増加 する 事 が 知ら れ , 更に 時 代 が 古く な る と mon- 
tmorillonite へ 移行 する と 考え られ て いる が , montmorillonite を 主要 粘 士 鉄 物 と する 
火山 灰 土壌 は 未だ 報告 され て いな い 。 か ゝ る 見 地 か ら 川 渡 火 山 灰 土 環 は 興味 ある 一 つの 
AE DNS. WEORZ montmorillonite の 生成 が , 母 材 , 気候 或 は 時 間 等 の どの 様 
な 環境 条件 に 原因 し て いる か GOED EE ClLEME FU wo 此 の 火山 灰 が 普通 に 
分 布 す る 大 山 灰 に 比べ て ARO AME CHASE BRS BicH eC bE THW, montmorillonite 
の 生成 に 好 条 件 と な る 塩基 に 富ん だ アル カリ 環境 と 云う 点 で は 遂 の 条件 で ある 。 気候 の 
品 か らし て る も 特に 此 の 地方 は 特異 的 で は な い 。 又 時代 の 古 さ か ら み て る 此 の 附近 の 栗駒 , 
蔵王 等 の 火山 と 比 載 し て 特別 古い と 到 う 証拠 は な い 。 

此 の 火山 灰 の 風化 は 普通 考え られ て いる 様 に allophane っ halloysite っ montmoril- 
lonite の 過程 を 経た か 或 は montmorillonite が 直接 生成 され た か の 証明 は な い 。 断面 
の 鉱物 の 量 的 分 布 を みる と , 風化 の 比較 的 初期 に 相当 する 上 層 に montmorillonite が 


it FG, ae) ayn 


多く , 風化 の 進ん だ 時 代 の 多少 古い 層 で は montmorillonite が 減少 , gibbsite 及び 
halloysite の 増加 する 傾向 が 認め られ る 。 こ の 事 は 母 材 の 風化 と 共に montmorillonite 
が 出来 , 時 間 の 経過 に 従 つ て 寧ろ montmorillonite は 破 主 の 過程 を と り , gibbsite と 
halloysite が 増加 し て 来 た 事 を 示す も の と 考え られ る 。 勿論 此 の gibbsite が 総 て 此 の 
様 な 過程 を と つた も の で は な く , RM SHRED Al- FV EN ABAUEDOVHVE 
NC の 

最 下 層 の 第 三 紀 の 石英 安山岩 質 北 灰 岩 の 風化 物 の 粘土 の 大 部 分 が gibbsite か ら 成 り , 
所 調 粘 土 鉄 物 は 殆 ん ど 含 まれ て いな い 。 この 様 な 鉱物 組成 が 新しい 火山 灰 の 堆積 以前 の 
古い 気候 に 影響 され た も の か 或 は 現在 の 土 層 了 断面 の 一 環 と し て 生じ た も の か 明か で な い 。 


6. 総 括 

官 城 県 川 渡 附 近 に 分 布 す る 火山 灰 土壌 は 極め て 府 植 に 宮 み , 粘着 性 強く 作物 生育 の 不 
良 な 地域 で ある 。 此 の 土 層 断 面 より 試料 を 採集 し , 基 の 粘土 鉄 物 に 就 い て 調べ な た 。 

1. RBH 30% DOBBS, 粘着 性 が 大 で , 上 庶 基 飽和 度 は 極め て 低い 。 20~30 
cm PEUTIC AGE PFO CWS RUBS 

2. MORMMEMILA, AR, RAG, PHBE, ARAKI, Me, 火山 グラ 
ARUS ROSACEA . 石英 安山岩 質 の 組成 を 示す 。 最 下層 の 第 三 紀 の 石 英 安山岩 
PKA BA CMM ERT A, 角 図 石 は 認め ちら れ な い 。 

3. <lu O¥§Lli montmorillonite を 主 成 分 と し , HARD E L T halloysite, 
gibbsite, quartz, cristobalite を 含み , 下層 程 montmorillonite が 少く ,。 gibbsite, 
halloysite 増加 し て いる 。 之 れ は 母 材 の 風化 と 共に montmorillonite を 生じ , 時 間 
DHE T Bic FEO THO MEE & 0, gibbsite と halloysite が 増加 し て 来 た 事 を 示 
し て いる 。 最 下層 は gibbsite を 主 と し , cristobalite を 伴い , montmorillonite jaz 
め ら れず , halloysite も る 赤 僅 か に 信 ま れる に 仙 ぎ な い 。 

4. 以上 の 様 に 火山 灰 土 壌 中 の 主 成 分 鉄 物 と し て montmorillonite の 認め れ た 例 は な 
0, 我 習 に 於 ける 火山 灰 の 風化 過程 の 見 地 か ら 抽 味 ある 事実 で ある 。 これ が 母 材 に 基く 
も の か , 或 は 火山 灰 の 時 氏 の 古 さ に よる も の か , BAHIA LE BI RRAGIC ESR 
の か は 現在 未 解 決 で ある 。 又 最 下層 の 石英 安山岩 質 苗 灰 岩 の 風化 物 の 特異 な 鉄 物 組 成 の 
成因 に 就 い て ゃ 問題 が 残さ れ て いる 。 

本 研究 に 対し 多く の 示唆 を 与え られ た 内 山 教 授 , X 線 の 実験 に 多大 の 便 家 を 頂い た 選 
讐 精錬 研究 所 南部 助教 授 , 岡田 講師 , BOOP, 各種 実 険 に 協力 し て 項 い た 移 鞭 氏 に 
深謝 の 意 を 表す る 。 叉 本 研究 費 は ロッ ク フ そ テラー 財団 より 支給 され た も の で あぁ あり 厚 く 感 
BT So 
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本 邦 新 産 の 群馬 県 萩 平 鉱山 産 コ サラ 鉱 の 結晶 に つい て 


On a cosalite crystal from the Hagidaira Mine, Gumma 
Prefecture ——A new discovery in Japan 


= 野 32 # (Yukio Takano)* 
林 昇一 郎 (Shdichirs Hayashi) ** 
f & 4, =  (K6z0 Nagashima) *** 


Abstract: Crystals of cosalite Pb,Bi,S, were found from the peg- 
matitic quartz vein in the manganese ore deposit at the Hagidaira mine. 
The result of chemical analysis revealed, Pb 41%, Bi 43%, S 16%, with 
6.9 specific gravity. The crystal is acicular, attaining to 2 cm in length, 
and is elastic. When measured by the two circle goniometer, the crystal 
showed (1-10-0)-(231)-(4-19-14)-(9-11-6) faces, in addition to b-a-n-r-d.- 
f-k faces, and the morphological axial ratio a: b:c = 0.7981: 1: 0.1695 
was obtained. By the use of X-ray diffractometer and Weissenberg 


camera, the crystal was confirmed to belong to the Dy —Pbnm space 
group. The cell dimensions were ay=19.09 A, bo=23.89 A, and cy=4.058 
A. The axial ratio obtained through X-ray experiments became ay : bg : 


Cy=0.7978 : 1 : 0.1697, which coincide well with the morphological axial 
ratio. 


1. # 
筆者 等 の 一 名 (S.H.) PHARM FOV wy 鉄 床 を 踏査 中 , 群馬 県 勢多 郡 東 村 
攻 平 鉄 属 の ペグ ゲ グマ タイ ト 質 石英 駅 中 に 長 柱状 を な し て RAT ZEL AYAKRME 発見 し 
た 。 こ の 銘 物 を 他 の 二名 が 協力 し て X 線 ディ フラ クト メー タ ・ー ワ イセ ンベルグ HS 
・ 複 円 反射 測 角 器 お よび 化学 分 析 な どの 方 法 に よ つ て 同定 に つと め た 結果 , AHMED 
34 79K Cosalite Pb。Bi。S。 で ある こと が わか つた 。 本 人 鉄 物 の 生成 環境 ・ 共 生 関 係 な ど 
産 状 の 詳細 と 讐 床 学 的 な 記載 は 追っ つて 筆者 等 の 一 名 (S.H.) に より 報告 され る 予定 で あ 
る の で , ARGCLEL L CREB IY FRO NE AI OW CHEF So 


Dil 


2. 産 K 


APRS HA PO’ v HY GRRE LT RAEN COSI BBM OAH 
距離 約 4km に ある (第 1 図 )。 この 地域 は GEBOFY—} - HE - DEAE OE 
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層 か ら な り , “noe RA tmaasew 


1 
き , これ に 熱 変成 作用 を あたえ て いる 2a 第 1 図 萩 平 鉄山 の 位置 


マン ガン 鉱床 は チャ ヤー ト ・ 粘 板 岩 な ど 母 16 fe 
wee UT, 母 岩 に 4K peneconcor- AS 
dant) (PAT SOC, 当地 区 に ふ oes 


つう に 見 られ る も の の 一 つ で ある 。 沢 入 

花 賠 岩 は 平面 図 で 直 距 離 約 1.5km の と 

CACBHL CHD, それ に 関連 ある ペ tat $67 
Toy ) BRGBRBT VY TY ERRNO | 
CHAL TW So EOP Mic PIRSA 

磁 硫 鉄 鉄 VV AYER IEA AY 
ラン 鉄 な ど を は じ め , Bib=v 7 VS - 
Cav 7 VG EOBS LWRMABY 
BNA. DUAR LAOL I ASM 
合せ の と ころ に 産出 し ,- こ れ ま で に 記載 
され て いる 産 状 と 異な つて いる 。 


3. 結 & FH 態 


萩 平 産 コ テ サラ 鉄 は 石英 脈 の 一 部 に ある 品 洞 中 に 長 柱 状 の 結晶 と し て 特 生 し , 長き 2cm, 

幅 1 mm に 達する 結晶 も ある 。 金属 光沢 を 帯び て お り 携 曲 性 に 宮 ん で いる 。 最近 こ の 種 

の 硫 准 鉄 物 の 構造 解析 が 盛ん に な つて 来 た が , 結 品 形態 は 測 角 す る の に 適当 な も の が な い 

た め に その 数 値 は 非常 に 不 完 全 で , た と えば System of Mineralogy Y に も 2/m2/m 
第 2 図 FORM IY TROUT BH (開放 ニ = コル) 


RN 


| 


1) Finch, W.I., Econ. Geol., 54, 955~946, 1959. 
2) Palache, C., Berman, H., and Frondel, C., The System of Mineralogy, 


7th ed. 1,44~5447, 1944. 
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Bilis KERH IY 7 KO hl A fe 

Uc 値 ap eh te 
面 

p QP p Pp 
b (010) 90°01/ 0°00/ 90°00’ 0°00’ 
a (100 ” 90°00’ ” 90°00’ 
n (130 ” DA ” 22°40’ 
r (230) ” 39°53’ ” 39°53” 
d (210) ” 68°14! ” 68°15/ 
p (1-10-0) ” 7°04! ” 7°10/ 
f (301) 32°29/ 89°56’ 32°30 90°00’ 
V7 (231) 33°34’ 39°50’ 332324 39°53’ 
y (4-19-4) 13°20/ 14°50/ 13°27’ 14°47’ 
w (9-11-6 DAC5 Ou 45°40’ 24°54’ 45°43/ 
k (3-12 -2 46°50’ 17-207 46°49’ 17-254 
i (032) 1614/3° Osa 14°16’ 0°00’ 
h (332) 211/2° 501/,° BIOL? Sie 257, 
* 計算 値 は 萩 平 産 コ サ ラ 鉄 に つい て 得 ら れ 軸 率 よ り 公 式 に よ つ 

Cater も の で ある 。 
a:b:c= 0.7981 : 1: 0.1695 
第 3 図 ACPI 2/m (2) a: b: c=0.800 : 1 : 0.170 と 概数 で 示さ れ て い 
Y 7 KO Hida 


CA 


SUS 


1) 


る に 過ぎ な い 。 FORMO ID FRO AX 7% 結 品 は それ に 附 
着 す る c 軸 が 3° ASME T ShOMAL BIE GE 
し て いる も の が 多い が , 小さ な 結 品 に は 全く 単独 の 個体 の も 
の が お り , また 柱 面 の 反射 も 非常 に よい も の が 多く , 底面 ・ 
氏 面 の 反射 る て と ら え る こと が 出来 る の で , Goldschmidt 式 
複 円 反射 角 器 を 用 いて 10 数 個 の 個体 に つい て 実験 を 行 つ 
た 。 そ の 結果 は 第 1 表 の と お り で b(010) -a (100) -n (130) - 
r(230)・d(210) の 柱 面 の 外 , p (1-10-0) が 数 個 の 結晶 に 
観測 され た 。 また FE - HEMT IKV PN YD > Bd LT YO 
が 多く , 反射 も 悪い が , f (301)- v(231)- k(3-12-2)- w 
(9.11.6) -y (4-19-14) の 講 面 を いずれ る も 数 個 の 結晶 に つい 
て 観測 し た 。 CN SOWA HEI LOT i (032) -h(332) 
と 認め られ る 反射 の ある も の も あつ た が , MNMBL7AWO 
で 確認 する の に 至 つ て いな い 。 前 に も 述べ た よう に コ サ ラ 
鉄 の 形態 的 な 数 値 は 非常 に 和 芝 し く , 軸 率 も 大 ま か な 数 字 で し 
か が あらわ され て いな い の で , CNH OED DACEHO IX S 
鉄 の 形態 的 な 輔 率 を 求め た 。 こ の 結果 a: b: c = 0.7981 : 
1:0.1695 と な り , 後に 述べ る X Mic LO TRY Peas 
非常 に 近似 し た 値 が 得 ら れ た 。 形態 的 な 新 軸 率 に よる 計算 
値 を 伊藤 上 頁 市 の 計算 法 り で 求 の た も の を 第 1 表 の 末尾 の 列 
に し めし た 。 また ALHIY TRESS SALI SAN 


PRET, 日本 鉱物 資料 , 続 1,1~17, 1935. 
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作成 ネッ トリ 3 を 用 いて 画 い た も の を 第 3 図 に し めし た 。 
0 線 a B 


Spall < ORO BUSA D HERTS SCBA & 7 0, 1956 年 来 , Buerger- Nowachi- 
Hellner 等 の 研究 室 か ら 陸 続 と 成果 が 報告 され , AT SHICOW TH XRT =HK me- 
neghinite CuPb;3Sb5S。 と と も に 本 年 Hellner DPI CHATS Nz 3)4), — HE: 
SN ONLACE PR TGC k 0 AE S72 PYRG nakaseite Pb,Ag,CuSb,.S., D&S 
に 起 格 子 を も つも の 5) も ある の で , 萩 平 産 の 本 鉄 物 に つい て も , X 線 デ ィ フ ラク トメ ー 
ター に よる 実験 と と も に , ソイ セン ベル グ 潜 に よる 単 結 唱 の 実験 を 行 な つ た 。 その 結果 


第 2 表 APHID PRO MER 


Za il 7H D5-——Pbnm 

格 子 th 数 ag=19.09A, by=23.89A, co==4.058A 
X RUC K A BHR ay: bg: Co= 0.7978: 1: 0.1697 

形態 的 軸 率 a:b:c=0.7981:1:0.1695 
化学 成分 Pb,Bi,S, 

単位 胞 に 含ま れる 化学 単位 の 数 | Z=8 

Ib 重 実測 値 6.86~6.99, 計算 値 6.86 


ao=19.09A, by=23.89A, co=4.058A と いう 格子 恒 数 が 得 ら れ , X 線 振動 写真 ・ ワ イィ 
ャ ンベルグ 写真 の いずれ か ら る も 超 格 子 を も つこ と が 認め ちら れ な か つた 。 ま た この 鉱物 の 
消滅 則 は つぎ の と お り で ある こと が わか つた 。 
jnvied NI OR 
hkO: h=2n Ol = Elin 
すなわち も Don, 一 Pbnm OAMMPACRT Sx LEMS Ni 
5. € © th O tt B 


AOLMY PRO XG 1777 be -—F ILA 7 RBA Ome に つい て 化学 分 折 
を 行 な つ た 結果 は つぎ の と お り で ある 。Pb 41% (42%), Bi 4376 (42%), S 169% 
(40.59%), Ag-Fe-Mn いずれ も <196。 こ れ は Pb。Bi。S。 の 理論 値 に 非常 に 近い 数 
値 で ある 。 ま た Berman 比重 計 を 用 いて 約 10 mg の 単 結晶 の 比重 を 測定 し た と ころ , 
6.86~6.99 で あぁ つた 。 

本 稿 を 終え る に あたり いろ いろ と 有 有 益 な 御 助 言 を いた ゞ いな た 東大 理学 部 渡辺 武男 教授 ・ 
同 教 養 学部 片山 信夫 教授 ・ 同 工学 部 SGHRBARICROBR ERTS. EK ARMOV 
ィ セ ンベルグ 実験 を し て 下さ つた な た 東大 理学 部 化学 教室 BSA BOMRt RISK 
第 で ある 。 

1) SPE, BESeKE, 伊藤 和 明 , BGK, 41,235~246, 1957. 


ee REE. 鉱物 学 入 門 , 14~15, 1960. 
Euler, R. and Hellner, E., Z. Krist., 113,345~372, 1960. 


) 

) 

) Weitz, G. and Hellner, E., Z. Krist., 113,385~402, 1960. 
) 


Ito, T. and Muraoka, H., Z. Krist., 113, 94~98, 1960. 
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EW A ne ale (io TE 
Some basalt zircons 
ih as 4 (Takashi Yamamoto) * 


SAL S RICKEY Vay, 特に 九州 地方 の 輝石 安山岩 お よび 角 阿 石 安山岩 中 に 微量 
成分 と し て 含有 され る ジル コン に つい て 報告 し た が り , 本 小論文 は 火山 岩 ジ ルコ ン 研 究 の 
一 環 と し て 二 ・ 三 の 玄武 岩 ジ ルコ ン に つい て 報告 し 先 学 各位 の 御 叱 正 を 仰ぐ 次 第 で ある 。 
本 研究 の 遂行 に 当り 岡田 正 次 君 に 多く の 労 を 大 ちら わ し た 。 深く 感謝 を 表す る 。 

洪 石 試料 と し て は 云 武 岩 ジ ルコ ン 研 究 の 手 初 め と し て 第 1 表 に 示す よう な 山陰 ・ 北 九 
州 玄武 岩 を 用 いた 。 


第 1 表 #8 BG BR HD 


ParLbA AKERS 小倉 市 ABB 
” 八幡 市 黒崎 妙見 山 
” ig R Ewe B? 
< 長崎 県 口 2 津 司 上 獲 2 
か ん らん 石 ・ 右 英 玄武 岩 a oi . Se. ly 


ジル コン の 含量 EREPOY VIYORIBY CHET, 安山岩 の 場合 より る も 更に 少 
量 で ある 。 し か し 去 武 岩 で も 場所 に よ ょ つて ジル コン の 量 に 可 成 り の 開き が ある 。 例 えば 風 
ERLE CL EKA (一 70mesh) 3kg 中 に 約 11 fe, 六連 島 で は Skg 中 に 110 4a, 
笠山 で は 240 個 , 黒崎 玄武 岩 で は 10kg 中 に 約 230 個 を 認め た 。 従 つて BARBWEL 
て は 少く と も 約 30~50kg 程度 を 必要 と し , これ より 粉末 試料 (-70mesh) 3~10kg3) 
を 用 いた (測定 に 用 いた ジル コン の 個数 は 100~200 個 で あぁ る )。 

結晶 の 大 き さ は 普通 0.03 x0.02mm~0.20x0.10mm CARRE REY Vay と 
同じ で ある 。 

形態 ジル コン の 形態 は 大 部 分 が 自 形 ・ 柱 状 の 美 品 で ある が , MK HOM RE 
に は 融 触 され て 丸 味 を 帯び る も の を し ば し ば 含有 し , 或いは メタ ミク ト 化 作用 を 受け た る も 
の を 含む 。 
伸長 比 第 1 図 に 結 品 の 伸長 比 /B) 問 度 関係 図 を 示し た 。 図 か ら わ か る と お り , © 


* FUNDA SK LAAs a Oe Se 
) 山本 4 6k, 43, 282~296, 1959. 
) 岩石 試料 の 量 が 少く (2kg 以下 ) 種々 の 測定 に は 不 充 分 で あつ た 。 


pore 


3) 岩石 の 全部 を -70mesh i HME L ROO, BREE 0 L ty a Y hi 
Ha DME SMSDOe MAC PCR OCHS. 
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BIR Re ee ew 


fh ot 

[=1.04ah5 
O 2 - eae I =1.6~2.0 
© lds «Wo cats EGO 
@ Na ATER 1 =3.1~3 5 
Vi=3.6~4.1 
W=4.1~4.5 
W=4.6~ 


i se iG 


武 岩 ジ ルコ ン で は その ビー ク が (1.6~2.0) に あり , 安山岩 ジル コン の それ が 大 部 分 (1 
~1.5) で あぁ る こと に 対し て や > PRM RTS. 

eth は 筆者 分 類 の a, b, c。d お よび !e WO 5 型 の うち で は b 型 に 属す る も の が 
最も 多く 約 5096 を 占め ある 。 こ れ は 安山岩 ジル コン と 比較 し て (第 2 図 ) 著しい 相違 で 
ある 。 す な わ ち 交 石 安山岩 で は d お よ ば c 型 が 多く , PPAR LE CE d WFLA LK 
部 分 を 占め る 。 

な お これ を S-C-D 三角 図り に 点 示 し た 場合 に は 第 3 図 の 如く で , 上 述 の 差異 は き 
わ め て 明暗 で ある 。 す な わ ち 云 武 岩 ジ ルコ ン で は 安山岩 ジル コン に 比 し S 値 が 著しく 大 
で あぁ ある 。 

晶 療 は 第 4 図 の AーG-M 三角 図 に 明 瞳 な 如く 玄武 岩 ジ ルコ ン で は A==0~159, 
G=10 へ 309%6 で 安山岩 ジル コン で は G が 著しく 大 で ある の に 比較 し て 顕著 な 相違 で 
ある 。 

次 に 云 武 岩 ジ ルコ ン に は , 安山岩 ジル コン の 場合 殆 ん ど 認 め ら れ な か つた 双 品 , す な わ 
% e(101) 面 , mm(110) 又は a(100) 面 を 双 卓 面 と する 双 品 お よび 平行 連 品 が , と くに 
六連 お よび 黒崎 玄武 岩 中 に お いて し ば し ば 認め られ た 。 


1) BH S: 筆者 の a と b 型 ) C: d と e 型 , D: cm 
2) MHF A HB a の み ま た は a>2m, M は m の み ま た は mm>2a, G は 
2m>a>m また は 2a>m>a 


eB GK GK AR AB 


Bilt 


gi 


7] 


BB 


第 2 図 


Ant — FAS BSA 


色 (B&) は 種々 雑多 で Rian 
REV Vay Cs KRA, BLM 
で は 淡い ピンク, 六連 島 は 無色 , 
笠山 玄武 岩 は 淡 黄 福 色 を 量 す る 。 

さて KUBY Vay OAT, 

これ まで 取扱 つた 試料 に 関す る 限 
り で は , “RA, Maxie BE 
び 角 了 図 石 安山岩 の 3 つの 間 に は , 
と くに ジル コン 結 品 の 上 品 想 お よび 
卓 癖 に AL AY ) PASS 7 差異 の 認め ら 

る ろ る こ と は に に 述べ さ 0 お 0 で あ 
る 。 こ れ ら 差異 の 生じ た MAIR 
らく 結 品 生成 時 の 物理 化学 的 条 
件 , と くに 温度 お よび 圧力 の 差 に 
起因 する も の と 思わ れる 。 

次 に 黒崎 や 等 山 支 武 岩 に と くに 
見 られ る よう な 融 触 され AIRE HF 
び た ジル コン 結 品 お よび 普通 型 よ 
り 可 成り 大 きい 結晶 は 恐らく 既存 
の 岩石 か ら 由 来 し た 捕獲 結晶 で は 
ZoOPEBALNZ!. UN <7 
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マ の 混成 ・ 同 化 作用 の 有力 な 一 証拠 と し て な りう 3 る 可能 性 が 考え られ る が , し か し な お 今 
後 多数 の 試料 に よら な けれ ば な ら な いこ と は 言う まで も な い 。 


第 4 図 A-G-M gy 
A 


wT 紹介 


Invertebrate Paleontology, By William, H. Easton. 本 書 は 装 考 が 南 カ リフ 
ォ オル = ア 大 学 に 於 ける 10 年 間 の 講義 の 結果 , 大 学生 の 参考 書 と し て 書か れ た も の で あ 
り , 入門 者 に と つて は 平易 , MICHAL, 専門 察 に と つて も 要領 よく 有益 な も の で 
Bo 特に 石油 人 床 研究 者 に は 座右 に そなえ て お くさく 価値 が あり, その 中 の 有 有 孔 虫 に 関す る 
項 だ け で も 一 読 を お すゝ めす る 。 

この 内 容 は 次 の 通り で ある 。 (1) Introduction (2) Single-Celled Animals (3) 
Sponges and Spongelike Animals (4) Lower Coelenterates, Including Grap- 
tolites, Stromatoporoids, and Conulariids (5) Higher Coelentrates, Mainly 
Corals (6) Worms and Conodonts (7) Bryozoans and Phoronids (8) Bra- 
chiopods (9) Chitons, Pelecypods, and Scaphopods (10) Snails (11) Cepha 
lopods (12) Trilobites and Chericerates (13) Crustaceans and Insects (14) 
Attached Echinoderms (15) Unattached Echinoderms (本 文 665 H, 1959 年 , 
Harper & Brothers 出版 $. 10.00) (4B) 


B 
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Weamhlakzs<ecHeEPORKBOARA 


The plagioclase of orbicular rock in basalt 
from Mitaki, Sendai. 


apne 勝 ie (Katsutoshi Uruno) * 


Abstract: The anorthite constituting the allivalitic orbicular rock 
which was described in the volume 44, No. 5 of this journal, is of peculiar 
features : 1) chemical composition (An 95+1) is so homogeneous as to show 
no zoning at all, 2) most of them are the large wedges of single crystal 
having C-twin in the part belonging to core (a) (Fig. 1, 2), and showing 
very fine feather like A-twin but no C-twin at the outer zones, 3) it 
arranges radially orienting b-axis rather parallel to the radial pole, 4) 
dusty fine drops of ‘‘groundmass inclusion’’ which are common in the 
phenocrystic plagioclase of the host rock, are found only in the core (a). 
It is concluded from the relation in the density of various parts of 
orbicular rock, and the absence of zoning in anorthite, that the ball has 
probably been formed in the lower part of the magma chamber, slightly 
oversaturated in anorthite, by floating up of anorthite phenocrysts. And 
it is assumed that the alternate zones with different contents of iddingsite 
after olivine, are the reflection of several times of eruption rhythmically 
releasing static pressure to the lower part of chamber. 


Lea ew & 


既に 本 誌 に 報告 し た 三滝 玄武 岩 中 の アリ バル 岩 質 球状 岩 り OERAMMCH ZARA 
に つい て 更に くわ し い 観 察 を 行い , 既に 報告 され た 他 の 産地 の 火山 岩 中 の 球状 岩 と も 比 
較 し な が ら , BEL CRORE CNRAD HME DOROMA TAU Tco 


2 HRA OS BM 


球 は 第 1 図 に 示し た 様 な 同心 円 構造 を も つが , FEONRAAS UERHOLRMES 
一 続き の 円 鈴 を な し (第 2 図 ) WH SIL CHORES Bh 7 AD MATRA BY AesD 
が An 95 キ 1 で 一 様 で ある こと が 分 る 。 核 部 に 合 ま れる 部 分 だ け は , あら い CMR (第 
3 図 ) を 示し , SURAAMOHAO NE SOND, 母 岩 の 班 品 の 中 心 の 部 分 (A) と 共 
通 で ある 。 一 方 内 側 優 白 帯 (b) か ら 外 側 に 属す る 部 分 で は , 複雑 な A 双 品 を な す 点 で , 
すでに 報告 され て いる 山 岩 性 球状 岩 だ け で な く , 深成岩 性 球状 岩 の 剣 長 石 と も 共通 な 
特徴 を 示す の は 興味 深い や 。 灰 長 石 の 高温 型 ) 低温 型 は 光学 的 に は 一般に 見 分 け に くい 

* 東北 大 学 理 学部 岩石 鉄 物 鉄 床 学 孝 守 

1) 37pm, 岩 鉱 , 44, 194~201, 1960. 

2) Koide, H., Geol. Surv. Japan Rep., No. 139, 1~18, 1951. 
府内 英雄 , 334K, 22,75~105, 1939. 
島津 光夫 , Ok, 40, 115~126, 1956, 
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優 黒 核 部 
ARIE iF 
中 間 優 黒 帯 
= # A ir 
SEVER ir 
BOME A tir 
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第 3 図 RBILUSAOARA 
ORM fe (“ARORA 
法 に よる , 1950) 
@ 球状 岩 の 灰 長石 (a 一 f 
は 分 帯 ) 
QO EREOMGMKKA 


4cm 


第 2 図 球 の 各 帯 に また 


am 


to 


が る 灰 長石 の くさ 
び 状 単 一 結晶 


f: ROA (FH 
1 図 参 照 ) 

: 灰 長 石 の ちり 
状 包 有 物 

$ Aa A 
: 緑 泥 石 で な た 
され た 問 隙 
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第 4 図 TRRUR:EOMRAD (010) OF fie MN, 前 記 の 成分 が 正しい も る の と 
/ する と , 光 軸 面 上 に 投影 し た 

(010) (第 4 図 ), (010), (001) 

x (010) ©, 消 光 角 MP, La 
ER ae 及び ペリ クリ ン 双 唱 撲 合 面 の 
4°42 oFt12h46(A) is, UPR YE SBN 
ear WEBER. CNBR 

流 内 の 灰 長 石 が , 激しい 急冷 を 


まぬがれ た た め , 低温 型 へ の 転 
移 が 幾 分 行わ も れ も た も の と る も 見 ら 
れる が り リ , 同時 に 放出 され 急冷 
され た と 見 な され る 角 春 凝灰岩 
ee es 中 の 灰 長石 結 品 弾 と の 比較 や , 
eae XRAY 75 SER EFT 0 ANG NST 
i 定 は で き な い 。 
Sem ZBRICBWT DRIED 
= ; COKEADNY 7) YREO 
HE VIET, 多数 の (241) (241) に 近い 列 開 が 認め られ , それ に そつ て MVBARBAEL 
TWHALERBV 


4 


i 7S 


3. ROMER OMBMAOAMME 


球 を 構成 し て いる 個々 の 灰 長石 の 結晶 学 的 方 位 が 球 心 に 対し て どの 様 な 規則 性 を 示す 
か を 知る た め に , 球 心から 5 mm 及び 12mm の 下 離 で 功 つ た 2 枚 の 落 片 に つい て , ER 
心 を 頂点 と する 一 定立 体 角 (/2ー\/3ー1/2) 々 ステ ラジ アン 即ち も 項 角 30° の 円 鑑 内 に 
1 点 ず つ 測 定 個所 を 選び , その 部 の 灰 長石 の 光学 的 方 位 か ら 結 品 学 的 方 位 を 求め , それ と 
その 点 の 球 心 より の 方 位 を 示す 極 と の 間 の 角度 を ステ レオ 投影 図 か ら 読 取っ つた 。 こ の 際 
灰 長 石 の 成分 や 光学 的 性 質 が 一 様 で ある こと を 前 提 と し た 。 

球状 岩 の 灰 長石 は 大 部 分 が アル バイ ト , RURYV 7) VRP REERL TH SOC, この 
場合 いずれ の 卓 片 に る 共通 な 方 位 を 選ぶ 必要 が ある 。 この 場合 の 目的 か ら 方 位 の 精度 を 
£S° ELT, 灰 長 石 で は 4.1° 離れ て いる DHE b* (010 へ の 垂 線 ) と を 同一 に 取扱 い , 
a 軸 と b* お よび その 各々 に 垂直 な 方 向 c (010) x[100] の 3 AX eC LO, Red 
か ら 測 定点 を 通る 直線 が 各 軸 と な す 角 を 求め た 結果 は 第 1 表 の 通り で ある 。 


第 1 表 RONERAO HF te 


| roaeowae |e a | 測定 数 | FEM | a bh 
01 a,b so 1 56.9° 57.3° 87.1° 
Gt 31 2 59.9 44,2 66.5 

07 | 12mm | i | 25 | 3 | 80.9 44.1 65.8 


1) Laves, F., Goldsmith, J. R., Jour. Geol., 62, 405~408, 1954, 
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LS 図 は この 値 を 三角 図表 に 投影 し た も の で ある 。 a b*, C’ の 各 軸 に 関す る 3 個 の 
億 は 一 般 に 一 点 を 形成 し な いで 小三 角形 を な す の で その 重心 を 投影 し た 。 

この 結果 , (a), (b) HOKE LEOIMMO EN LAL DICBAAGMERL, Pod 
部 に お いて は 値 が 平均 し て いて 著しい 方 向 性 が 認め られ な い の に 反し , BIR CIE b* 
FEO SRL LT < Co AN et ORE ORANG SIEM 
SERLIC CWHMERL TB 2 SAA LED RABI ME (AS 1 表 参 照 ) 
DED EE OBER EH DB DBM & 
REIL, カー ルス バド 双 上 品 が m(010) 
he ECHSO LE ERVIE P(001) に 
fa E75 DORU a HRA AICEERZ OO 
が 多い こと リリ と 比較 すれ ば ぼ ば, AME 
な す 放 射 状 部 の 特徴 \ 結 唱 の 成 評 速度 

と 歌 程 度 関 係 ぶ あぁ ある こと が わか る える 。 


4. 鋼 長 石 の ちり 状 包 有 物 に つい て 
BBO KRA ¢ Re OREEKRA & 


に 見 られ る 無数 の も り 状 包 有 物 は 普通 a 
0.01mm 以下 で あぁ る が , や や 大 きい る も Le Ay Be 
の を 高 倍率 で 見 る と 第 6 BOW) H aoe Oe Tee 
形 は 灰 長 右 の 結 品 面 (010), (001) 等 A 


に ほぼ 平行 な 辺 を もつ 四角 形 を な すこ と が 多い が , 大 き な も の は 大 て い 円 味 を お び て い 
て , その 内 容 は 2 つの 部 分 に 分 れ , その 中 一 方 は 透明 な 谷 長 石 の 結 品 で , 周り の 灰 長石 
と 連 品 を な し , (010), (001) 等 の 結 品 面 で 他 の 部 分 に 接する こと が 多い 。 成 分 その 他 は 
母 岩 の 石 鞭 の 斜 長 右 に 近い 。 残り の 部 分 は 細 粒 の 有人 色 久 物 の 集合 で よく 分 らち な いこ と が 
多い が , YER CREE, 7) AVA, REA ER ADOBE HT SRAM LS 
れる 場合 も ある 。 LMHOABMAINICAT ZANE O MLE EMT IC BU SRL 5 RY 
た 結果 を 母 岩 の 石 基 の 稚 長 石 の それ と 比較 する と , 


球 の 核 部 灰 長 石 に 見 られ る 包 有 物 中 の 劉 長 石 量 比 (25 個 平均 ) 38.796 
母 岩 の 班 品 灰 長石 に 見 られ る 包 有 有 物 中 の 斜 長石 量 比 (20 個 平均 ) 43.596 
RBOBEPONRA Ble 46.996 


と な つて 近い 値 を 示す が , BOWIE PARAMS LEBAENEOS 時 期 的 に 
は 球 の 八 長 石 の 方 が や や 品 出 が 早い と 見 な され る 。 KZERICKW TORO GED (A) 
部 に お いて も , ちり 状 包 有 有 物 を 含む 部 分 は その すぐ 隣 の 部 分 に くら べ て か すか に 消 光 位 を 
こと に し , 成分 に し て An 2% 内 外 酸 性 で ある 。 叉 ちり 状 包 有 物 は アル バイ ト 双 卓 の 接 
合 面 (010) 付近 や , PLAX AVGRARMOAMILD MI bo, ペリ クリ ン 双 
品 の 接合 面 に は そう いう 関係 が 認め られ な い (第 6 図 C)。 こ の 原因 は 不明 で ある が アル 
バイ ト 双 品 の 発達 する 球 の 放射 状 部 に 包 有 4 物 の 見 られ な いい 事実 と も 一 致す る 。 

以上 の 事実 か ら , これ は 灰 長 石 の 唱 出 時 に これ と 平衡 に あつ た 液 の 一 部 が 細 滴 と し て 包 


1) PERE, 地質 雑 , 15, 329~333, 1908. 
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第 6 図 BRAK LUE’ RAOARGE 


A: 球 の 切断 面 , 母 岩 と の 関係 


B: 母 岩 の 夷 唱 灰 長 石 の 中 心 部 に 見 られ る 石 基質 包 有 物 。 球 の 村 部 の 灰 長 
石 に も 同様 な も の が 見 ら oe (直交 = =) 

C: 母 岩 の 斜 長 石 の ちり 状 包 有 物 が , アル バイ ト 双 品 の 接合 面 を 避け て 分 
RAR 


D: RHOMEACHS DN “SEB RBARTTIIE” (直交 = コル ) 
: Phe mf : GRELek¥n, in: も り 状 包 有 物 


Bon, 話 岩 噴出 に よる 急冷 に よ つ て , 石 基 品 出 と 同時 期 に , 灰 長 石 と 充分 に 反応 する い 
と まな く 品 出し た こと を 示す も の と いえ よう 。 これ を 仮に " 石 基 質 包 有 物 ” (groundmass 
et と 呼ぶ こと に する 。 そ の 周辺 が An 2% ほど 酸性 に な つて いる の は 僅か な が 

反応 の 行わ れ た 結果 と 見 られ る 。 有 又 上 述 の 結果 か ら , 斑 品 の 中 心 部 や , 球 の 核 部 (a) や 
Air (b) に 見 られ る 細い ペリ クリ ン 双 上 品 の 一 部 は , 品 出 後 の 冷却 に よる 内 部 的 な 
歪み に よっ つて 生じ た 可能 性 が 大 きい 。 


5K AW R 


球 の 成因 を 論じ る 上 に 注意 すべ き 点 は , 
) 球 の 内 部 に 特に 外来 物 を 想定 させ る 様 な 核 が な いこ と 。 
) BIC AY YT AGRAENST bo 
) 
) 


woe 


3) 母 岩 が 斑 唱 と し て 灰 長 石 を 多量 に 含む こと e。 
4) 村 部 の 灰 長石 と 母 岩 の 斑 品 灰 長 石 の 中 心 部 が 多く の 共通 点 を も つが , 包 有 4 物 の 性 質 
か ら 前 者 の 品 出 の 方 が や や 早 か つ た と みな され る こと 。 
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5) 核 部 の 灰 長 石 が ポイ キリ チ ツ ク な 小粒 で ある 一 方 , その 外側 で は 大 きく 放射 状 を な 
LOS ARES 

6) HRAOMARARE WU CHILL AZ Lo 

7) 人 稚 長 石 は 円 鑑 状 の 形 か ら る も 最 外 端 の 性 質 か ら も 核 部 か ら 外 へ 向 つ て 生長 し た こと 
RC いる と 5S 
8) それぞれ 鉱物 組成 の 似 た 優 黒 ・ 優 白 帯 が 3 回 繰返し て いる こと 。 

9) 球 の 比重 が 僅か に 母 岩 や 石 基 の それ よれ り 小 さい こと 。 

10) 揮発 性 成分 が 球 の 形成 に 特に 役割 を 演じ た 形跡 が が な いこ と 。 
11) 産出 が 稀 で 現在 の と ころ 本 灯 岩 流 中 か ら は た だ 一 個 し か 知ら れ て いな いこ と 。 

な お これ 迄 に 報告 され た 火 出 岩 中 の 球状 包 有 物 の 中 で 本 例 に 比較 的 近い 性 質 を る も つる も 
の と し て は , RBRE ROT SV BRRREAE L, 赤城 火山 の 安山岩 中 の 球状 岩 ) 
と が ある 。 後者 は 構造 上 か ら は 本 例 に 似 た 点 が 多い が , 核 部 に 変成 岩 組 織 を も つて いる た 
め , 外来 岩 片 の 変成 分 化 作用 の 産物 と され て いる 点 3, 本 例 と は 異 り , SAR CAB 
は むし ろ 前 者 に 近い 。 


以上 の 様 な 譜 点 か ら , この 球状 岩 は 次 の 様 な 順序 で 形成 され て 噴出 し た 同 源 捕獲 岩 の 一 
種 と 見 な され る 。 

ソレ ー ア イト 質 去 武 岸 し よう が 地下 の 比較 的 お だ や か な 環境 で 徐々 に 冷却 は じ め た こ 
A, 岩 し よう 溜 の 下部 で か ん らん 石 と 灰 長石 夷 品 が 多量 に 品 出 する 中 に , . た また まや や 大 
き な か ん らん 右 が , 灰 長 石 の 小粒 を 多数 ポイ キリ チッ ツク に 含ん で 品 出 し た も の が 核 部 と 
な つた 。 #R OWES Sit COM CLAS BRR 2.75, か ん らん 石 3.640.1 (Fo 20 
~40 ELT), KW 2.804001 で あぁ る か ら , Ri PCS MAOBAINIEIZAU LAS tke 
重 の 大 きい か ん らん 石 は 沈降 し , PHOPRNSVREAMEELL TCL EXORHML, K 
長石 を 含ん だ か ん らん 石 は 比重 が 液 に 近い た め 沈 降る 浮上 も せ ず , 灰 長 石 成分 に や や 過 飼 
和 な 部 分 に 止 つ た と 推定 で きる 。 こ の た め か ん らん 石 の 表面 に あつ て 液 に 接し て いた 灰 
長石 は , 各々 外側 に 向 つ て や や 速やか に 成長 し 放射 状 部 を 形成 し た 。 こ の 場合 球 は 核 部 や 
班 品 の 中 心 部 の 灰 長石 品 出 と 同じ 様 な 完全 平衡 に 近い 条件 下 に あつ た と 見 な され る が , 
この 部 分 に だ け 石 基質 包 有 物 が な い の は , 微細 な A 双 卓 の 発達 に 関係 が ある も の と 思わ 
れる 。 な お 羽毛 状 A 双 品 は 急速 な 成長 の 結果 と 見 な し た 。 

又 か ん らん 石 (現在 は イジ ング ス 石 ) の 品 出 が 3 回 断続 を くり 返し て いる が , これ は 3 
OME HEED ORAL GALI AMAR HSS. 即ち 比重 の 関係 は 前 述 の 通り 灰 長 石 
の 方 が 液 と の 比重 の 差 が 小さ く 且 軽い の に 反し , か ん らん 石 は か な り 重 い の で , 品 出 に よ 
ZKMOR(LAD VY PV SORE EOC, 圧 が 低下 する と 灰 長石 の 上 品 出 は むし ろ や 


1) 山口 鎌 次 , 地質 雑 , 34, 381~408, 461~437, 479~ 498, 1927. 

2) Koide, H., Geol. Surv. Japan Rep., No:139, 1~18, 1951. 

3) AHS ZORICO Plate 1. 4. に 示さ れ な 波状 の 消 光 現 象 を strain shadow 
と 見 な し て , ROMZADKHS OFMEBEL TOA, MMAR basalt の 
MEIC > ALON (EMD), CNIS ER PARA OBC FNC EY Hore 
めで ある こと が 各部 の 弾性 軸 を 測定 し た 結果 判明 し た 。 

4) _ 河野 義 礼 , 青森 謙一郎, Gk, 43, 275~281, 1959. 

5) BARRE, Gk, 3, 383~390, 1930. 
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や 促進 され る の に 反し リリ か ん らん 石 の 品 出 は 中 断 さ れる と 考え られ , BLKIBOHA 
の 低下 する 噴出 活動 直後 に は 品 出 し に くい と 考え られ か ら で あ る 。 根本 に よれ ば 2 枚 目 
OFREOBAR, 1 及び 3 枚 目 より 大 きい と いう が , ERA (c) の 市 が 最も 大 きい 事 
実に 対 店 し な いで あろ うか 。 

次 に 最 外 優 白 帯 (f ) が 品 出 し 始め る 頃 に 球 の 比重 は 液 よ り 小 と な つて , BLLIABH 
を 上 昇 し 始め 揮発 性 成分 と 鉄分 の 濃 集 2 し た 部 分 に 入り , 内 部 の か ん らん 石 は 割 目 を 通 
U CRE RISL TAMB A147 V7 ABICAIEL, FABRA BERD EY Ftv FRG SRE 
VEE DSA LEAD To MONZA REROSNICAL SNS RHMEBRAVT Ld, R 
BECLESWERORBZALEMCACH OW, 形成 が が ほぼ 完了 し 噴出 する 直前 と 見 ら 
れる 。 一 方 岩 し よう 兆 中 で は 灰 長石 と 交 石 の 夷 品 が 上 品 出 を 続け て いた 。 
最後 に 類 岩 流 に 含ま れ て 地表 に 噴出 し 石 基 が 冷却 固 結 する 過程 で , 間隙 の 交 石 類 が クリ 
スト バル 石 や 緑 泥 石 な ど と 共に 上 品 出 し , イジ ング ス 石 の 中 心 部 に 僅か に 残 つ て いた か ん ら 
ん 石 も 完全 に 緑 泥 石 に 変化 し た と 考え る こと が で きる 。 メソ スタ シス に 接する 灰 長 石 の 
自 形 面 に 見 られ る 酸性 の リム も この 期間 の 産物 で ある 。 な お 球 の 中 心 部 に み ら れ る 方 解 
AVIVA TOZAM ABN ATH OC 姜 鉄 鉄 と も 園 係 が ある と 思わ れ , 後者 の 産 状 か ら 
考え て 燃 岩 流 固 結 に 続く 時 期 の も の で ある より る , 冷却 後に 循環 水 等 に よ つ て 品 出 し た も 
の の 様 で ある 。 

た だ も し 球 の 成因 が 以上 の 様 で ある と すれ ば , それ 程 特 殊 な 条件 を 必要 と し な い の で , 
も つと 数 多く 球 が 形成 され て いて 発見 され て も よい は ず で ある か ら , この 点 が 今後 の 問題 
CHA 


6<t) ot oo 


(ATR EIEO KRG RORRR AL, SORE, LER RURERAR A OH Mt7t & dr 
&, Wil) SARE BO FE CHV PRT UANVEBELTBL EA RR CHER XN, 
その 同心 円 構造 は 3 回 の 噴出 活動 の 反映 で あり , SMA DOMME Alc & YO CME 
出し た も の と みな され る 。 

最後 に この 研究 に 当り 終始 御 穏 切な 御 指導 を 頂い た 東北 大 学 の 大 森 落 一 薇 授 , 有益 な 御 
助言 を 頂い た 青木 謙一 郎 助 手 , WRK OMAR, 東京 教育 大 学 の 和牛 来 正夫 助教 
授 に お 礼 を 申 上 げ So 


1) Carr, J.M., Min. Mag., 30; 867~375, 1954. 
2) Edwards, A.B., Am. Min., 23, 277~281, 1938. 
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Discovery of spotted schists from northern Abukuma 
Plateau and its significance 


FH FF 2 (Yoshimasu Kuroda) * 
A, 3% ite (Yoshio Ogura) ** 


Abstract : Although their metamorphic character and geological 
significance have not been investigated, have been known several met- 
amorphic rocks, such as Wareyama, Yamagami, and Matsugadaira, along 
the sheared zone of northeastern Abukuma Plateau. In a part of the 
Yamagami metamorphic rocks, we have found albite-spotted schists, being 
very similar to the spotted schists from Sambagawa metamorphic zone, 
which is of glaucophane schist metamorphism. We, also, found 
pumpellyite in some rock from the Yamagami metamorphic rocks. Some 
considerations on the relation between these rocks and the metamorphic 
character are also described. 


USE aah Sano abe 


阿武 隈 山地 北東 部 に は , ほ ゞ 南北 , や ゝ 北西 に か た よ つ た 方 向 に , 平行 に の び た 2 烈 の 
破砕 帯 が なみ られ る リリ 。 その 破砕 整 に は さま れ た せま い 地 帯 に そつ て , 北 か ら , A, wW 
上 , 松 ヶ 平 と 時 代 未 詳 ( 松 ケ ヶ 平 に つい て は 上 部 デボン 紀 以 前 と 言わ れる ), また 変成 作 
用 の 性 質 も 未詳 の 変成 岩 類 が 分 布 し て いる 。 さ ら に , その 南 に は , MBI NZEREDB 
成 岩 が 分 布 し て いる 。 

これ ら の 変成 岩 の 性 質 や 相互 の 関係 は 全く わか つて いな か つた が , 最近 , 岩 生 周 一 9, 
閲 陽 太郎 1x)\ZARAO PAS, glaucophane, pumpellyite を 発見 し , その 変成 作 


> 


用 は glaucophane schist metamorphism らし いこ と が 判明 し た 。 ま た , ME” は 
山上 変成 岩 類 中 の GREE OMA UPI FOr: 結果 , それ ら は glaucophane 
schist region の も の に 似 て いる こと を 指摘 し た 。 


iY 
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最近 , 箋 者 ら は 山上 変成 岩 の 延 長 部 と 思わ れる 変成 岩 類 中 に , SRIRAM EO Mie 
片岩 に きわ め て よく 似 た 点 紋 片岩 を 発見 し た 。 ま た , 位置 の 確定 は で き て いな い が , WE 
PREM Felt MERE, どちら か の メン バー に は ちがい な い BMAP LY 
pumpellyite を 発見 し た 。 

この よう な こと か ら , 上 述 の 変成 岩 類 の 間 に ど の よう な 関係 が あり, どの よう な 意義 が 
あぁ ある か に つい て , 今後 の 問題 点 を あげ て , BAAODMEHE Aero 

この 研究 を 行なう に あ た つ て は , 東京 教育 大 学 牛 来 正夫 博士 ・ 佐 藤 敏 彦 博士 ・ 高 井 浩 深 
氏 を は じ め , 多く の 学生 ・ 研 究 者 の 方 々 の 未 発 表 の 資料 や , 談話 を 通じ て 数 へ 切れ な い 御 
教示 を うけ た 。 こ ゝ に 厚く 感謝 の 意 を あら わす 次 第 で ある 。 


2 HW eK is & 


割 山 変成 岩 と いう の は , 宮城 県 豆 理 町 割 山 あたり に 産 す る 岩石 を 代表 に えら ん で つけ ら 
れ た 名 前 で ある 。 そ の 分 布 は 第 1 図 に 示す よう に , 北 , お よび 東西 は 第 三 紀 層 に お ゝ わ 
れ , 南 は 花 賜 岩 (お そら く 新 期 花 賠 図 緑 岩 と 思わ れる ) KEOTHAN THAD, 他 の 
変成 岩 や 相馬 古 生 層 と の 関係 は 不明 で ある 。 

FRR - BOB AREA > CAL RER BRE, ほか に 砂岩 片岩 も 若干 は ささ ん で 
いる 。 第 2 図 に 示す よう に , 三波 川 変成 岩 類 の 低 変成 度 の も の の 一 部 に 似 て いる 。 

平均 する と NS の 走向 で ある が , 部 分 的 に NW か ら NE まで 90° 以上 も の 変化 が 
bY, BSS E 落し か ら W 落し まで ある が , その 角度 は 一般 に ゆる や か で 30°~40° 
で あぁ ある 。 線 構造 は 大 体 ど こ で る も 同じ で 南 に ゆる く 落 し て いる 。 

岩石 は 石灰 質 の こと が 多く , 砂岩 片岩 も 黒色 片岩 も 成分 鉄 物 に か わり が な い 。 絹 雲 坪 , 
mien, 石英 , 方 解 石 , 斜 長石 , カリ 長石 , 炭 質 物 , リ テー コク シン , 鉄 鉄 か ら な り , Vs 
か に , ジル コン , 電気 石 , 炎 灰 石 を 人 各 む 。 緑 租 石 は 変成 鉄 物 と し て は 含ま れ て いな い ょ よう 
で ある 。 

な お , 割 山 変成 岩 の 南 の 花 簡 岩 中 に は , 割 山 変成 岩 ら し い 片 岩 や 変 詞 緑 岩 , ZSBEMBE 22 
どの 捕獲 岩 が ある 。 そ れ ら は 五 社 壇 付 近 に まで 分 布 す る 。 そ の 南 に は 鹿 狼 山 層 (相馬 中 生 
JB?) が 分 布 す る が , この 中 に る も 部 分 的 に 割 山 変成 岩 に きわ め て 似 た も の が ある 。 こ の よ ょ よ 
うな も の は 両者 の 区 別 が つき に くい が , 多く は 破砕 帯 (断層 ) に そつ て お り , 未 変成 の 頁 
岩 ・ 砂 岩 に 移り か わる 。 し か る も , BRAMLE E CRRAL SA COB. 


3. Wk ER 


相馬 市 西方 の 字 多 川 流域 の 山上 に 典型 的 に 分 布 し て いる が , その 他 , KA UOR, WHR 
山 , 旗 巻 幅 に か け て も 点々 と 牙 出し て いる 。 東 は 相馬 中 生 層 と 断層 , EATER LEA 
関係 , 西 は 花岡 岩 に 貫 か れ , 北 は NW 方 向 の 断層 で 鹿 狼 山 層 と 接し て いる が , 全体 に 第 
三 紀 層 に お ゝ われ て いる の で , 他 の 岩石 と の 関係 は 不明 で ある 。 

全般 に N 10~40° の 走向 で , 傾斜 は 比較 的 急 で ある 。 MES N から NE Aw 
OLBLTWHSo 


25 )VERO (AON LACES, XC SG, AEE AERDO 
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いう glaucophane region の 緑 廉 石 角 関 岩 で ある 。 その 岩石 学 的 譜 性 質 は 別 の 論文 に 詳 
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述 し て あぁ る リ 。 

o> Clk, 北方 の 山上 変成 岩 に つい て 記載 
する 。 それ ら は , 西側 の 緑 廉 石 一 陽 起 石 片岩 
と 東側 の 点 紋 片岩 と か ら な つて お り , 両者 は 
整合 的 で ある が , 上 下関 係 は わからない 。 し 
か し , 構造 的 に は 南方 の 典型 的 な 緑 廉 石 角 関 
岩の上 に 緑 廉 石 一 陽 起 石 片岩 が さき て , その 上 
に 点 紋 片岩 が くる よう で ある 。 

mea BRE Slt, SEE, 陽 起 石 , 
曹長 石 か ら な る 片 状 岩 で ある が , 曹長 石 の 大 
き な 残 唱 が 沢山 見 られ , 源 岩 が MMS~ RE 
岩 で ある こと が 準 定 で きる その ほか HF 
DRIER, BPR, V2-ayyvk ERS 
む 。 山上 の REWRRABNSt この よう な 
岩石 の と ら に 高い 変成 度 を 示す も の で あろ 
Jo [な お , 北方 割 山 変成 岩 の す ぐ BOERS 
岩 中 に 捕獲 岩 様 に 多く み ら れ る 岩石 は , この 
FANE ELC) G-31WI Gals Crude Wess 
変成 度 の 低い も の と 思わ れる 。 また , BRO 
LDC HT PARMA DENIAL の 
が み ら れ る 。] 

UA ald 緑色 点 彼 片岩 と 黒色 点 紋 片岩 に 
分 けら れる 。 肉 眼 的 に は 三波 川 変成 岩 中 の 点 
統 庁 岩 と は あまり 似 て で でない よう で ある が , 
I お 
そら く , いか な る 岩石 学者 る 見 分 けが つか な 
WCHhAA (GF 2 M)* 


第 1 図 阿武隈 山地 北東 部 地質 略図 
Sa ee jee Jes 
Re 3: MEAS AB ES PAE SS 
(er er EA 
る し いも の 6: 相馬 古 生 層 7: ALA 
成 岩 類 ee 9: 
Ries (山上 変成 岩 ) 10: 松 ヶ 平 変成 
岩 類 
Woe pl 1G a H: #e4SiIR Y 
2 fle See FAR 


1) Kuroda, Y. and Ogura, Y., 前 
Ht; Ogura, Y. and Kuroda, Y., 前 出 

* と くに 関東 山地 点 紋 片岩 に 似 て い 
Bo 
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1,2: mitra GRfaa2, x24). 3, 4: BeRe GEGaan, 
SUEY. 


ik Ck SCH A. SD A BLO VE Ariz 
BES b LW FEI DEEN TOSS 


RE RST aE RADAMOWDK, 石英 , WEA, GH 
シ 


RUE, BRE. AT ネン , HIRE DB, AR 


cA, ABS, 48, ”~7 
Va =2777, BRET Ob, INE, © 3G, ASU Vee yew, 


H 


== 
RAREST WRAOMMHICLEEMA U9 4 AERC AA TOD, 27 


x YOERABANH, SOMRMORF & = ARB EC MTS 


<M HORM AL 東 の 方 の 断層 に 近づく と , 4) BME bn ZR Bane 
の の 計 破 克 き 0 で き 四 2 放 仁 R 様 な る 0 の MUU BOW RR I 
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ESRORERME - FP REOBR EY) MBI LEX EY CHS, 

ZB, この 付近 か ら 探 取 し た も の で ある が , 正確 を 産地 が 不明 の 岩石 * 一 緑 廉 石 一 陽 起 
右 片 岩 一 か ら , pumpellyite を 発見 し た 。 そ れ は 0.1~0.3mm の 結晶 の 集合 し た 脈 (市 
0.5m) ELTHY, lEd0z, COMRD $ 10a EPPS OED 散 点 し て いる も の で あ 
る 。 岩石 の 盗 料 が 不明 な の で , 交 - 線 , 化学 的 決定 は 行わ れ も な か つた が , BUNT FH 
違い は な い 。 


4. Ur FR RMiEd LVENMMOR MIS 


7 PARE EL CREAR AD EROTHK), 砂岩 片岩 を を 爽 む な 。 そ の ほか , 緑色 
BbHS. COREA 2 種類 あつ て , 花 賠 岩 痢 和信 の 時 期 に 貫い て きた と 思わ れる 環 
Ar Vieira t, 変成 作用 より も 古い も の と ある 。 後者 は 山上 変成 岩 の 北部 の も の に (つま 
り 低 変成 度 の も の に ) よく 似 て お り , は ん れい 岩 一 輝 緑 岩 の 残 品 や 残 組 織 を 示す 。 

黒色 片岩 や 砂岩 片 着 は 絹 雲 母 片 岩 で 微 橋 曲 構造 が いち じ る し く , 割 山 変成 岩 と よく 似 て 
いる 。 し か し , 場所 に より , 再 結晶 の 度合 が それ は ほど 強 く な いも の も か な り 見 られ る 。 

割 山 ・ 山 上 の 変成 岩 は , いわ ゆる 接触 変成 作用 と いう も の は , ほとん ど 見 られ な い が ), 
7 FABRA, 若い 花 賠 関 緑 岩 の 接 触 変成 作用 を うけ て , ホル ンマ フェ ルス に な 
つて いる 。 ECU, HMB 5b じ る し い 。 

新 田川 変成 岩 は , ほとん ど が 接 触 変成 岩 で あり, MWA- AA BEE RVY7ZVA 
に , 塩基 性 岩 は 角 阿 岩 様 に な つて いる 。 割 山 ・ 松 ヶ 平 の よう な 変成岩 は 全く み ら れ な い 
し , また 山上 の よう な 緑 廉 右 角 隊 岩 も な い 。 作 右 が 見 られ る こと , 塩基 性 岩 の 鈴 長石 が 低 
変成 度 の 時 か ら 石 灰分 に と むこ と , な ど は 特長 で あろ う 。 こ の 点 で は むし ろ 御 在 所 の 緑色 
PNT SY, NZBREK OW CE BP) が 記載 し て いる 如く , glaucophane schist 
metamorphism の あと に ホホ ルン フェ ルス を つく る 接触 変成 作用 が 重 な つ て いる 。 


2; go aoe YAS 


以上 の か ん た ん な 阿武 隈 山地 北東 部 の 変成 岩 の 記載 か ら , 結論 を 出す こと は , 大 き な 危 
険 を さけ られ な い が , 今後 の 問題 点 の 整理 と し て まとめ て みる 。 

点 紋 片岩 が 発見 され , RRB AR EG, 低 変 成 度 の 絹 圭 母 上 語 岩 な ど が ある こと は , この 地 
域 に , HOD 変成 度 の 違 で に よる 分 帯 可能 な 広域 変成 帯 が あっ た こと を 示し て いる 。 
か くし て , 阿武 隈 山地 北東 部 に は 上 少なくとも 2 回 の 変成 作用 が あつ た 。 1 つ は 先 上 部 デ 
ボン 紀 の も る ので, glaucophane schist metamorphism の 性 格 を 示す も の で あつ た 。 今 
1 つ は , PRI? の 花 賠 隊 緑 岩 に と も な 3 う 接触 変 成 作 用 で ある 。 前 者 は 湊 正 雄 ) の 
カレ ドニ = ニヤ に 相当 する が , そう する と , 三波 川 整 の glaucophane schist metamorphism 
と の 関係 は どう な る で あろ うか 。 ま た, 阿武 隈 の 御 斎 所 竹 賃 の 変成 岩 類 と の 関係 は カレ ド 
= ャ と 立 ア リス カン と いう 関係 に な る で あろ うか 。 今後 に 大 き な 課 題 を 残し て いる 。 


* 高井 浩 深 氏 の 標本 を 見 せ て 頂い た 。 

1) Shido, F., Jour. Fac. Sci. Univ. Tokyo, Sec. II, 11, 132~217, 
1958; Miyashiro, A., Jour. Fac. Sci. Univ. Tokyo, Sec. II, 11, 219~272, 
1958. 

Zee Seki, No. BUH 

3) Ee TEE, 地球 科学 , 46, 30~37, 1960. 
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et 


広島 県 西部 及び 北部 の 地質 及び 塔 石 


Geology and petrography of the western and northern 
part of Hiroshima Prefecture. 


e@ 村 権 (Hazime Takamura) * 


1. 緒 

この 広島 県 西部 及び 北部 地方 と は , 広島 県 佐伯 郡 , 広島 市 , 安芸 郡 , 山県 郡 , 容 佐 郡 , 
高田 郡 の 大 半 を さ し , 筆者 は 昭和 21 年 より 22 年 及び 昭和 30 年 より 35 年 に か け て 調 
査 し た 。 当 地域 の 調査 は 神津 令 祐 , 中 村 新 太郎 IZED 20 万 分 の 1 浜田 図 幅 と 済 藤 折 
郎 氏 の 金明 鉄山 の 調査 が バ あ る の み で ある リ 。 


Di 


2. 地 質 


当地 域 の 地質 は , 二 畳 石炭 糸 の 秩父 古 生 層 が 地 吉 変 動 に より 隆起 し , 粘 板 岩 , 砂岩 , BE 
a Watt UL, 海底 噴出 物 で ある 緑色 岩 の 厚 層 を 不 整 合 又は 整合 と し て 被覆 し , 中 
FEARS HP ERE ®& 72 T(E a DAREANS EY HERBO-EME ホル ン フ ェ ル ス 化 を 受け , 
陸 化 に と も な う 侵 人 午 作用 に より 十 生 層 は 山頂 に 現在 は roof pendant と し て 残 在 し , KE 
盤 の 花 賠 岩 も その 風貌 を 晒し て いる 。 

花 賠 岩 類 の 述 入 は 白 己 紀 後期 た 関 緑 岩 紅 が 秩父 古 生 層 に 変質 を 与え た こと に 始ま り , 角 
図 石 隊 緑 岩 っ 石英 因縁 岩 っ 関 雲 花 庫 岩 の 分 別 結 品 を し な が ら 進 化し , その 残 液 は 他 の 花 賠 
RL TOT, PRR ERO IMEC SRE THEA, 黒雲 甘 花 賠 岩 と し て 冷却 固 結 し , B 
WO EMI AL 7d) OR BA7EM Ae BV CHIE Sb 0, 一 部 は 石英 夷 岩 , 
半 花 賠 岩 の 岩 脈 と な り , RICA TTI 4 PORARLITC, 分 化 は 終 島 を つげ て いる 。 他 
に 石英 班 岩 の や ゝ 広い 流出 も あり, これ ら の 大 成 活動 は 大 規模 で あぁ つた た め に 第 三 紀 に 
り 地 塊 運動 を 生じ , 再び 火 成 活 動 が 起 つ て 流 紋 岩 の 流出 を みた 。 

(1) 秩父 古 生 層 : 当地 域 の 秩父 古 生 層 は 太田 川本 流 両 肉 に 位置 する も の と , KEL, 
湯来 に また が る も の , 立岩 山 を 主体 と する も の , BB 三篠 川 晒 の も の , 上 根 谷 頭 の も の , 
志 屋 , 井原 市 の も の と 6 つの 区 域 に 分 布 し て いる 。 

太田 川本 流 区 域 一 一 太田 川 両 逢 の 峰 険 な 山 狂 を な す 加 計 よ り 可 部 に わた る も の は , AB 
川 文 流 の 断層 崖 に より 切ら れ て は いる が , 最も 広い 範 囲 に 分 布 し て いる も の で ある 。 加計 
町 寺尾 を 中 心 と し て 半径 2 km の 円 形 を な す も の は 緑色 岩 ( 細 緑 北 灰 岩 に 外観 は 似 て い 
る が Ca を 欠く ) より な り , 走行 N 60~70°W, Hs 40~50°N, RCE AEM ENCE 
か れ た と ころ に は 石英 脈 を と も な つて 方 鉛 鉄 が 見 られ る 。 ALRE YD BUMBRIBO 
も の は N20°E より NGOW に 屈曲 し て 傾斜 は 20°W ょ り 60°S に 変る 。 MER, 向 


* 広島 ノー トル ダム 清心 学園 


1) 地質 調査 所 広島 駐在 員 東 元 定 護 氏 に よる と , LURES ERR OBA RS 
行わ れ た 由 で ある 。 ASE NFU ORE DIE 


i Se ak OS ae 293 


HE, FEANTLS ( & PEMOCMMCH AE OBIE Vv AIRHEAD LEY DHE O HBV 
砂岩 の 互層 が ある 。 他 は 石英 脈 を は さむ 暗 褐 色 粘 板 岩 , HELE & DEB CHS. 

喧 褐色 粘 板 岩 は 石英 脈 を は さ み , 缶 げ 易く 花 韻 岩 の 熱 変成 を 受け た も の で ある 。 角 岩 は 
ABO OSD ORE, MEK ELISE ED) OIL RE Siro 

ESLKE 又は RAC RHRERORS CG, 石英 , RA BOBEEEMUZT 
So 田 之 尻 産 石灰 岩 は 苦 土 の 量 が 少 い 。 

湯山 断層 崖 と 鷹の巣 断層 崖 の 問 に ある も の は 暗 褐 色 粘 板 岩 を 主体 と し , GUL FRE 
に は 角 岩 , 理 岩 の 互 層 が 発達 し て いる 。 本 串 山 より 宇賀 井野 附近 の 嗜 窟 色 粘 板 岩 は ホル ン 
フェ ルス 化し て 多く の 石英 班 岩 脈 に 賃 か れ , 又 基 上 艇 の 花 賜 岩 の 露出 し て いる 所 が 多い 。 戸 
山村 仏峠 で は 向 倖 構造 を な し , その 延長 宇賀 より 小河 内 村 に か け て 小 断 層 が あり , 断層 以 
西 は N10~30°E, fag 60~40°W, PBL Ct N30°E ょ り ね じ れ て N70°E, tZt 
は 20~70°E。 座 の 巣 断 層 崖 より 阿 生 山 断 層 岩 に 至る 問 は , 水越 山 と 対岸 権現 山 に 緑色 央 
が 分 布 し て , この 緑色 岩 は 不 整 合 に 福 色 粘 板 岩 に 接する 。 水越 山 の 緑色 岩 は N35°~80° 
W, (8 30°~40°N, 中 阿 内 の 山腹 に 白色 石灰 岩 を レン ズ 状 に 爽 み , この 石灰 岩 は 若 二 
DEBA wo 権現 山 の も の は 尾根 ぶ が 背 斜 構 造 を な し , 北側 は N60°E ky N10°W に 変 
HiL, 傾 余 は 40°~60°N, 整合 的 に 球 岩 , 角 岩 , 吐 福 色 粘 板 岩 を 含む 。 南 側 は N80°W, 
{EZ} 55°S。 

続い て 螺 山 , PIM OS tals 著 る し く 変 質 し て 完全 に ホル ンプ フェル ス 化 し て い 
る 。 答 瀬 よ り 宮 野 に か け て 太田 川 右 周 は 東 岩 , 角 岩 の 薄 層 を 多数 は さ み , 今井 田 対岸 に お 
V> CARES 7% L, 西 よ り 走向 N20°E, (gg 30°E は 走向 N20°~30°E, 傾斜 45° 
~80°W と 変わ る 。 阿 生 山 の 古 生 層 と 花 庫 岩 の 接触 部 に は PIKE WAL Tr So MOR 
断層 崖 の 西側 の 高 八 山 の 暗 褐色 粘 板 岩 及び 対 浴 竹 坂 の それ は ホル ン フ ェ ル ス 化 し , N60? 
. W 傾斜 30°S, 往 坂 の も の は 角 岩 , 砂岩 層 を 多く 含む 。 

KAW, 湯来 区 域 佐伯 町 柴 尾 より 湯来 町 本 多田 に か け て 嘱 宰 色 粘 板 岩 と 緑色 岩 の 
互層 が 分 布 し , 走向 N30°E, 傾斜 45^"W GHZ. CNLPBAK RAE ER LOLS 
色 粘 板 岩 を 爽 む 厚 層 (Em N70°E (ght 50°E) MAA, WAVES BRL TS, 
途中 打 誕 谷 よ り 友 和 村 友田 に か け て 小 断 層 が あり , #7 N20°E に 変わ る 。 湯 来 砂 谷 
DREOMAIL ELIAS CEORMAMBEH BE EAL LBA LEBEL, 走行 は 
N20°W で 向 余 構造 を な し , aes 60°W より 60°E で あぁ る 。 当 地域 の 東端 は ホル ン フ 
ェ ル ス 化 し て 和田 で は 花岡 岩 と の 接触 部 に 銅 鉄 を 抱い て いる 。 佐伯 町 と 吉 和 村 境 の 1071 
m 三角 点 附 近 は 古 生 層 が roof pendant 状 に 侵 触 を まぬがれ て 山頂 に 残 つ て いる 。 

立岩 山区 域 当地 域 の 古 生 層 は 暑 福 色 粘 板 岩 と 角 岩 の 薄 層 の 互層 より な り , 走行 N 
30°E, f&A} 20° へ ~60°E。 冠山 断層 崖 は 押 が 峠 で 断層 の 破砕 整 が み ら れ , 最近 天然 記念 物 
に 指定 され た が , この 断層 崖 の 西側 は 未 調 査 な の で その 連続 状況 は 不明 で ある 。 族 上 盤 の 花 
fe ert fA OAR ERC BH LT So 

三篠 川 区 域 一 一 白木 山腹 南側 高陽 町 の 古 生 層 は 暗 福 色 粘 板 岩 で 西側 , BROS BF 
は ホル ン フ ェ エル ス 化 し て お り , FHRINOB ASN RA D GR Et & O72 GBPS 
で 石英 夷 岩 の 問 脈 が GERI ERAL MAK 1m AYBROME ESROTHSY. H 


tH 


1) 金明 鉄山 に つい て は 別 の 機会 に 述べ る こと に する 。 


ny 
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FRARUOBA HS EAS と 角 岩 , ESOC N90°E, 60°N に 傾 任 し て いる 
が , 東側 狩 留 察 附近 より N45°E に ね じ れ て いる 。 隠 地 よ り 安 芸 町 福田 に か け て 小 断層 
BH). 西側 に は 角 岩 , 理 岩 は ふく まな い 。 高 鉢山 の も の は 暗 福 色 粘 板 岩 で か な り ホ ルン 
フェ ルス 化し N45°E, 60°N 12f#AIL TUBo 
ARAN Ze eR AAW E ED 2km 下 つ た 西側 の 山腹 に 黒色 粘 板 岩 の 薄 層 が 
BNC A CROCK), ARATE, 檜山 の 古 生 層 は N20°~30°E, (GA 20°~40°E 
Chits Eiiia (ABORE, 多く の 石英 麗 岩 岩 脈 に 賃 ぬ か れ , 西側 は ホル ンプ フェル ス 化 
ES 

志 屋 区 域 阿 生 山 断層 崖 に よ つ て 佐々 井 の 古 生 層 は 切ら れ , 走行 N 80°~30°W に 
ね じ れ GE AWL URI 至る 小 断 層 に より 再び 切断 され て いる 。 両断 層 聞 の 古 生 層 は 
thie, 砂岩 を 主体 と し , 小 叉 に は 灰色 石灰 岩 の 層 を レン ズ 状 に 含ん で いる 。 BREE 
多く の 海 百合 の 化石 を 含む 。 粘 板 岩 は 較 灰 色 叉 は 喧 褐色 で や ゝ 脆く, 叉 は 堅 窪 に し て 薄く 
剣 げ や すく アジ ノー ル 板 岩 に 類する も の も ある 。 砂岩 は 吐 灰 色 監 密 細 灯 に し て , 長石 , A 
英 , 緑 泥 石 の 破片 が 寺 質 又は 凝 灰 質 物 に より 固 結 され て いる 。 断層 の 東側 横谷 附近 る 前 者 


第 1 図 広島 県 西部 及び 北部 地質 図 
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RR Mis, 砂岩 の 坪 層 で , N20°~30°E, fas} 40°E, (ERMBEMIC Bon CHOKE 
To SUMO O- ERS UC RES RD RE RL GRRL MB ERT 
も の も ある 。 正 地 より 木 の 原 に か け て は 緑色 岩 で 変質 を 受け て ホル ン フ ェ エルス 化し て い 
る 。 木 の 原 の 花 賠 岩 と 接する と ころ に 膨張 さわ まり な い 黄 痢 鉄 脈 が あり , PYALHAGK Y DHE 
EBL GRIRIX N40°E の 方 向 に 二 本 走 つて いる 。 光 平 に も 同様 花 内 岩 と の 接 撲 部 に 
BERISAIR DALLES So 三篠 川 央 吉 井 の 両 部 に は ホル ン フ ェ ル ス 化 し た 粘 板 岩 が あり , N 
30°~20°E, 傾斜 40°RK, 叉 有 保 に か け て ホル ンマ フェ ルス 化し た 緑色 岩 が ある 。 志 屋 区 域 
Om Beles, 砂岩 と 不 整 合 関 係 に ある 。 当 地域 の 地質 図 を 第 1 図 に 掲げ る 。 

(2) 古 期 火 成 活動 : 当地 域 の 大 半 を し め る 花 向 岩 類 の AREA EE OKA IEEE, 
RRELBRCBALTAKRGSAt. 志 屋 村内 山 , 同 正 地 , 井原 市 中 束 , 大 林 村 草 田 , 日 
浦村 平 用 に 岩 脈 を な し て いる 。 

(3) WER : 高田 郡 志 屋 村 , 八千代 村 に か け て , 叉 加計 町 五輪 山 (832m) eH ye 
の 噴出 を みる 。 上 根 に 近い も の は 流 理 を 示し , 当地 域 の 古 生 層 を 挿 獲 し , 花 賠 斑 岩 に より 
変質 され て いる 。 五輪 山 の も の は 石英 斑 岩 に 移 化す る 部 分 る ある 。 正木 附近 の 環 岩 は 妖 
洞 に 緑 租 石 を 産 す る 。 

(4) TERRES : 続く 火 成 活 動 は PRB REAL TE OAR CHS 広大 
な 地域 の 導入 で ある か ら か な り 複 雑 な 様 想 を 呈 し て いる 。 
当地 域 の 花 賠 岩 類 の 六 入 順序 を 第 1 表 に 示す 。 
KICERBAPONRAORAD tL BEE RUSNAD REE Gh 2 表 に 掲げ So 


Bl 花 賠 岩 類 の 導入 順序 と 産 状 
a A 名 pe 地 Pe oR | 攻 移 関係 
AM AMS 4 | 高田 郡 高 南村 鎌倉 寺山 | fF 株 | な し 
iB & Wem A 安佐 郡 安佐 町 本 串 山 a 株 | な し 
oo 7 om 岩 | 可 部 町 安佐 町 Kk # |b »v 
高田 郡 高 南村 2 
佐伯 郡 佐伯 町 ” 
黒 雲母 t fH # “ba Ee a x 
on Ki JE RE TE 究 佐 郡 避 部 町 Bethe 
ven ol Pe ” 2 
2 佐 東 町 岩谷 FE " " 
佐 (DARA 町 川 角 u 7 
ヶ FA TBE 2 ” 
nw AteAG 町 針 山 2 / 
se 44 wm «@ 山県 郡 傘 賀 村 附 地 A & あ y 
安佐 郡 高陽 町 小河 原 ” ” 
高田 郡 井 原村 小田 ” 2 
人 花 fr BE e SHAS BAT) \ TS Be Cee Gee 
Mea ti 岩 安佐 郡 安佐 町 油 木 K あ 
: e 2 安佐 町 日 南川 4 " 
佐伯 郡 佐 伯 町 針 木 7 ” 
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ai 


この 結果 を 図示 する と 第 2 図 と な る 。 

図 に よれ ば 創 長 石 , 黒雲 庄 , 角 図 石 の 屈折 率 は 相対 褒 し て お り , ON SILAROM HL 
終る 時 に 互 に 平衡 を 保つ て いた も の と 考え られ る 。 

佐伯 郡 の 花 剛 岩 類 は 他 の 地域 の 花 賠 岩 類 と 別 の 分 化 経路 を 経た も の で あろ 3 う 。 又 当地 の 


TE id FAO BEANS Ai > PSE TE hi 2 > RE 


in 


REE ha 4 DIAC 一連 の 分 別 結 品 を し た も 


第 2 表 
ASL =e AA 
#os\|8 5 名 | # es aa 
1 AR AR RS | 高田 郡 高 南町 鎌倉 寺山 48 1.642 1.660 
2 SHES E | RERMREDABI 28 1.646 1.663 
3 ” 高田 郡 高 南町 日 浦 36 1.643 1.664 
4 i; th 40 1.644 1.662 
is fi a 46 1.641 1.661 
6 M2 8 + | REAMRENTEH 10 1.649 1.675 
7 2 安佐 郡 安佐 町 此 20 1.647 1.662 
8 fi Fee BU Ze (ee BY [RK 13 1.646 1.676 
9 ” 高田 郡 高 南 村 日 浦 23 1.647 1.668 
10 i ES HEE RAMAIR 18 1.648 1.672 
11 i Ze BE Ay SREY PRA 12 1.652 1.677 
12 ” 安佐 郡 安佐 町 竹 坂 30 1.645 1.666 
13 ” Bef Hh wy VET BELT 24 1.645 1.664 
14 fi Fe fle BA AY Sah ES 14 1.649 1.673 
15 f Fee AR AY HEMT ZEA [Ly 28 1.645 1.665 
16 ” 佐 件 郡 佐 伯 町 友田 2 1.649 1.685 
17 Re Se EE has | 佐伯 郡 大野 町 20 1.660 — 
18 ” BE ERG AY HbA Bg RIDE 5 1.654 = 
19 ” 高田 郡 八千代 村上 根 17 1.651 = 
20 7 高田 郡 三田 村 下 大 棒 18 1.652 = 
21 ” LI JRACZPALA Ft TH 8 1.666 — 
22 " fue Apren es SF 26 1.651 — 
23 ” 山県 郡 加計 町 本 郡 12 1.655 oe 
24 ” FBR Fe ie MFRS 22 1.653 = 
25 ” 安佐 郡川 部 町 章 田 24 1.652 a 
26 ” 安佐 郡 安佐 町 玖 谷 16 1.654 = 
27 ” 安佐 郡 可 部 町 蒸 人 20 1.652 = 
28 SEK (EG i 3G | 高田 郡 井 原村 甲田 14 1.640 a 
29 2 LR BB AUN BAH 8 1.641 = 
30 A ke 76 fa 2 | 安 佐 郡 佐 東町 権現 山 19 1.643 |A2n1.571 
31 ZB Ay SPAR II 10 1.644 = 
32 A 英 斑 岩 | 高田 郡 三田 村 白 木山 16 1.640 — 
eee i a i NR is Seale | 
第 2 図 (iM AhONRARESRUAPAO BSI 
—767§ 
7.670 APB 
as, *  -7.665 
1.660 
O/ 7.655 
1.650 x/ 
ee Daas —/ 64§ 
1640 43 Af ty 442 
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の で な く , ikea > BS76 ia st REE AOMARIRHOC, —HOMAMZ DHS 
Ha CAMO LERL TH So 茶臼山 東側 に は PIE BBE AIC DNA YD 
ある か ら , Ke MBit sO, OX SOT 黒雲 母 の 品 出 し な か つた 部 分 が あ 
り , この 部 分 は 進化 の 途中 で 周囲 の 残 液 と 没 交 渉 と な り , 残 液 は 別 の , より 早期 の 花 税 岩 
PULA EN, それ が 平衡 状態 を 保つ て 新 ら し く 分 別 結晶 を 始め た こと を 物語 る る の で あ 
So 佐伯 郡中 央 部 の 関 雲 花 賜 岩 っ 黒雲 母 花 輸 岩 は 一連 の 分 別 結 晶 に よる も の で ある 。 細 
Abhi Abs, (EMBED ABEL, 晩期 の 品 出 で ある か ら 一 般 に 
AD 成分 に 富み , 且つ その 部 分 部 分 に し た が つて 人 残 液 の 成分 も かなり 異 つ て いる の で , B 
雲母 の 屈折 率 と は 祖 関 関係 は な い が , 黒雲 母 は その Ab 成分 に 対し て より 低い 通 性 を 持 
GG 

当地 方 全体 に 広く 赴 出 し て いる この 大 座 毅 内 の 花 賠 岩 類 で は , 分 別 結晶 作用 が 部 分 的 に 
数 ブロ ッ ク に 別れ て いる も の と 解 さ れる z。 以上 より 花 向 岩 此 の 分 化 は 次 の 様 に な る 。 


a 生 ie | 

. 変成 作用 
RS oii a aaa BEIRTE fed at 
% NX ここ ンー と こと を ッッ も こし こじ ESSERE (Ee at {te cal Et r= 
REE teed 


広岡 雲 花 賠 岩 は 古 生 層 の 接触 部 に 位置 する も の が 多く , その 部 分 の 古 生 層 は 変成 作用 を 
受け , 黒雲 母 花 賠 岩 と 古 生 層 の 接 鯨 帯 で の 変成 作用 の 方 が や ゝ 弱い 傾向 が ある 。 

(5) BBS : 石英 夷 岩 は 白木 山塊 , FERS, 高田 郡 井原 村 に 広く 分 布 し て い 
る 。 高 田 郡 高志 村 正 木 で は 隣接 する 玖 岩 流 の 一 部 を と ら え て 貫入 し , ANS CERES 
の 接触 部 に 鑑 鉄 を と も な つて いえ 。 石英 斑 岩 は 運 鉄 岩 と し て 金明 で は 古 生 層 中 に , MH 
ARI CIE mA Bic, 石英 脈 を と も な つて EW 方 向 に 撤 鉛 状 に 鉛 鉄 を と も な つて いそ 。 

(6) S8RUE : AERA ET ROLE ic AER BT 叶 出 し て いる 。 流 理 閉 る 
し さく 多数 の 石灰 団 球 を 含む 。 こ れ に つい て は 稿 を あら た め て 記載 し た い 。 


Be B 


(1) UE RUZOR ME : FAL IAL LO RVY FEMAIL Tw 
o FAMEELARF AT RV Y 7 ZV AUAM DRE RV Y 7 ENVACHY, 原 岩 の 石英 や 
長石 粒 及 びそ の 腰 結 物 の 間 に 黒 雲母 の 懲 晶 が 生じ て いる も の で ある 。 ホル ン フ エル ス は 一 
般 に 0.1mm 前 後 の 等 炒 構 造 を し めし , SAIE 30~ 359 An で , 浴 合 附近 に 多く み 
られ る 。 環状 残 品 を な する も の は 中 心 部 が 汚染 され , 斑 状 変 品 を な す > DILGROMA WME 
に 残り , 周縁 部 に 包 裏 物 を と りこ む 。 共に 双 品 を な す の が 普通 で 包 裏 物 は 丸 味 を 帯び て い 
So 高山 附近 の も の に は 柄 格 右 を 含み, PME RICRADME SCI L LAS HIRANO 
bOWUMEAE St. MEAD REMI 2ERH HOT, 1 は 単品 で あり 他 は 単語 の 集合 体 で 
ある 。 3 回 転 し な が ら 磁 砕 さ れ た 形 を 表わし , 渉 動 消 光 を 示す も の も ある 。 完全 に 再 結 
唱 し た ホル ン フ ェ ル ス は 人 花 賠 岩 の 接 角 部 に 小 範囲 に 分 布 し て いる 。 こ の 岩石 は 原 岩 の 区 
別 が 失わ れ , 均質 又は 有色 鉄 物 が 貫 状 を な し て いる 。 即ち 白色 部 は 変質 斑 品 石英 か 石英 脈 
Ch UGE BESTEL TARR, その 締 は 平行 で な く 屈 曲 脱 劇 きわまり な い 。 
PGE RBH は 包 裏 物 を 多量 に 含み , FOMR MX helicitic 構造 を 示し , BG, A 
英 が 包 衰 物 の 時 は 丸 味 を 帯び て いる が , 黒雲 坪 が 包 裏 物 の と き は 角 ば つて いる 。 MARIS 
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大 型 で ある る が , 黒雲 母 は 微細 な も の が 多い 。 包 裏 物 は 一 般 に 変質 斑 品 の 中 心 に 集中 し , FR 
BERENS. 変質 黄 唱 中 の 包 裏 物 は 原 岩 全 体 の 片 状 方 向 と は 一 致し な い が , 包 
Bi Cw ERE AO BER RGR LOK CS. 一 方 包 裏 物 を 全く 含ま な い 石 
英 帯 る あり , BEB X=, Y 全 = 褐色 , Y=1.638~1.642 副 成 分 と し て 緑 泥 
A AZ, RA, BSG, BSR, 磁 鉄 鉄 が ある 。 

(2) GA : RMME RL, 大 部 分 を 緑 泥 石 で し め て お り , —MERIRCEONT 
いる 。 立 通 角 阿 石 の 小片 と 透 角 関 石 が 散在 し , 不 需 明 物質 も 多量 存在 する 。 石 時 , 長石 も 
時 々 散見 する 。 本 岩 は 塩基 性 の 堆積 岩 で あぁ る が , 交 緑 散 灰 岩 に 類似 する が 石灰 の 量 少 く , 
方 解 石 を 含ま な い 。 

(3) BERTH : SHE CHE BK DIRE ARG RESLYUNS. OF 
ORR, YUay, RHARMESA, 二 次 鉱物 と し て 緑 泥 石 が み ら れ る 。 AK WY 
長石 は 他 形 で , 石英 は 波動 消 光 が み ら れ る 。 DURBIN |} GHEE AT. SRA 
自 形 で , 昧 帯 構造 を な すこ と も あり , albite 式 お よび Carlsbad AME, 又は その 複合 
双 品 を な す 。 組成 は 10~30% An CHS. 黒雲 三 は 半 自 形 Z 三 暗 福 色 , Y=1.650, 

(4) 角 関 石黒 要 母 花 賠 結 : 優 白 色 で か な り 粗 粒 , 鏡 下 で は 典型 的 な 酸性 深成岩 の 組織 
を 示し , BH カリ 長石 , 信長 石 , 黒雲 母 , ANAPOMS. SHORKA, YrIyY, 
iA NEWKME SA, 叉 は 二 次 的 生成 物 と 思わ れる 緑 泥 石 だ が な みち らち れ る 。 石英 お よび 
カリ 長石 は 全く 他 形 , 石英 に は 波動 消 光 が 認 め ら れる 。 カリ 長石 は 紛 長 石 , 黒雲 坪 , ARS 
石 な ど を 完全 に 包み , poikilitic な 構造 を な す 。 ペ ルト 石 構造 を 示す が , 光 軸 角 は 比較 的 
小さ い 。 令 長石 は 半 自 形 で , し ば し ば 累 帯 構造 を 示し , XM albite 式 お よび Carlsbad 式 
双 上 晶 及 びそ れ ら の 複合 双 唱 を な す 。 組成 は 20~40% An で あぁ る 。 黒 雲母 は 半 自 形 , し ば 
し ば は 油 開 に 沿 つ て 緑 泥 石 化し て いる 。 黒 雲 母 は R= WBA, YSZ. PRAISE 
SAB, 一 部 黒雲 母 に よ つ て お きか えら れ て いる 。7Y 三 1.640, X=, 有 Z 三 わずか に 
神 色 を 帯び た 緑色 。 ジ ルコ ン は 黒雲 母 中 に 包含 され て いる 。 

(5) RSE : 半 自 形 完 品質 , RRM. AR 2) A, RI, ee, Be 
Bt, 石英 を 主 成分 と し , カリ 長石 よ ペ ルト 石 構造 を 有 し , PARADE FIRB DAE 
する 。 信 長石 は 一 般 に albite 式 双 卓 を な し , 累 " 帯 構造 が よく 表 わ れ て いる 。 叉 包 裏 物 は 
中 心 部 に 多く 瑞 状 排 列 を な し て いる 。 令 長石 と カリ 長石 の 比 は 1 以上 で , 石英 は 少 い 。 
FARIS AB ELAR COREA, し ば し ば 黒雲 坪 と 連 品 を な す 。 長 柱状 で ある 六 
一 部 分 解 し て 緑 泥 石化 し , 叉 全く 緑 泥 石化 し て 姜 形 の 形 を の み 残 し て いる 場合 も ある , Y 
=1.660。 交 石 は 稀 に 存在 する 。 平行 連 品 を する 場合 も あり , か な り 割 目 に 沿 つ て 分 解 し 
緑 泥 石化 し , RGRORICAEILL TWSo BBR X=, Y=Z—mesfs, =1.646。 

(6) hE : 本 岩 は 話 岩 流 を な し 微 品質 の 石 基 は 鏡 下 で も よく その 流 理 を 示し て いる 。 
DEMMILAN TSA, BRAC, 特に 約 石 は 分 解 し て 極端 な 場合 は 宰 洞 化し , ugk LCR 
石 の 集合 体 と な つて いる 事 が 多い 。 INF RHA OBE CS HEI EL TOD o 

(7) BRM : 石英 , FRA NRACRERL LC. 同種 鉄 物 よ りな る 洪 品 質 石 基 中 
に 散在 する 。 時 に は 少量 の 黒雲 母 が 斑 品 と し て 現われ , EMP AICHILT SZ YVO DMA 
Bo 石英 は 両氏 を な す 場 合 が 多く , 両備 の 場合 で も 狭小 な 粧 画 を 持つ て いる 。 い づれ の 場 
合 も 結晶 内 部 迄 深く 燈 融 さ れ この 部 分 は 石 基 と 同様 な 潜 品 損 讐 物 で 充 堀 され て いる 。 TE 
長石 は 少く 谷 長 石 は 論 片 双 品 を な し 稀 に 昧 芝 構 造 を 呈す る も の も ある 。 Y=1.640, 他 に 
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ジル コン , 磁 鉄 鉄 が 微量 認め られ る 。 

(8) tities : ARAM ACE で 麺 岩 は 短冊 状 の 剣 長石 を 主 と し 政 璃 長 石 を 従 と する 。 
BRIDE CL CLE CHS. AEHICFLUIR ASA, 球 題 が 著 る し く 和 形成 され て いる 。 
CORO PNAC, 最初 に 橋 格 石 の 結 品 (Ulmm~7mm) が 1 個 又 は 数 個 (全く 欠 
く こ と も あり ) AU, 続い て 方 解 石 帯 , BRAH, RESNIIWEOH. BRE aT 
る 石英 帯 , 潜 品 質 叉 は 微 品質 の 石 基 帯 , ROMP E ART AR AMALE CLO EHHT 
So RARBLARAS LU Cin, ARADO MPR Y=1.543, 3296 An で あぁ る 。 

(9) SS : 黒色 綴 密 な 外観 を 呈し , や > ゝ 完 品 質 の 岩石 で poikiltic 構造 を 示し て 
So BERL AR ARA, RARER UM MACS 0, 角 関 石 は 普通 角 関 石 で ある 。 
BRISA OPEN CHS. BERNA, AR, RRO, FHV ROK, 石英 , 角 
AA RES, RRA, 三次 的 緑 泥 石 より 成る 。 夷 品 佑 長石 は 長く 1~3mm の 短 杜 状 叉 
ERESL, 一 部 は albite 及び Carlsbad HMHE AL, Hic pericline WAAR 
め ら れる 。 MAL HO L OOD CHRSEG, し ば し ば 反 徐 黒 帯 を な す 。 包 裏 物 と し 
CPEOM BRA & MMM EANYLnN4. BEARZALHE 1 mm YL FORMMPRAB 
EEL, TN CRARMMERL CWS. BHAI EE CER, 外線 部 に 於 いて 著しい 。 
SERRA 2 mm 以下 の 長 柱 状 又 は 八角 自 形 結 品 で , 多 色 性 が が 強く, 叉 一 般 に 
BAL, 結 品 縁 や 割れ 朋 に 沿 つ て 緑 泥 石 化し , 長く さ 2 mm の 斑 品 で も 全部 緑 泥 石化 し て 
いる こと が ある 。 累 帯 笑 造 は 外縁 部 に 於 いて の み 認 め ら れる 。 

BiSRee als 0.5mm 以下 の 長 柱状 自 形 を 還 し , 斑 品 普通 輝石 は 2 mm の 短 柱 状 自 
FEC, BAP BRBRE SL TZ. LIELIE (100) を 接合 面 と する 双 上 晶 を な し , RB 
し て いる も の も あり , 累 帯 構造 を 示す 場合 も ある 。 結晶 外縁 部 が 角 図 石 に よ つ て 一 部 交代 
され て いる こと が ある 。 ARMAS 0.5 mm 以下 の 丸 味 を 帯び た 柱状 自 形 を な 
to LISL EREARIEHEG & DEATHLY 51, UCR A AIM So BAGG 
は 径 0.2mm 以下 の 八 面 体 結 品 と し て 平行 連 品 を な す 場合 も ある 。 FI VGRMIRS 
0.1 mm LL FORERSE ME ETA. Nass 2mm 以下 の 半 自 形 ~ 他 形 結晶 で あ 
る 。 し ば し ば ぽ (100) MEBAM LT AZMME aT. RE 0.5mm 以下 の 自 形 結晶 で 
局部 的 に 密集 する 傾向 が あり 班 品 右 英 は 高温 型 で ある 。 石 基 右 英 は すべ て の 結 品 間隙 を 
MB ZRAMOE CHS. BRAS 0.05mm 以下 の 針 状 結 品 と し て 少量 存在 する 。 


4. 結 aa 


Y HURON E 前 述 の 記載 より 整理 し て みる と 次 の 如く な る 。 WLHAML—OE - A 
ALOMAR CD BM 一 方 火 成 活 動 は 古く 秩父 系 を 綱 い た 角 了 関 石 岩 腺 が あり , 続い 
CHEER Bo 自己 紀 に 花 賠 岩 類 の 逃 入 が 少く と も 二 度 あ り , 古 生 層 に 変質 を 与え た 。 こ 
れ ら は 中 国 底 盤 岩 体 を 形成 する も の で PPIAR ABP A PRIE BO 
花 周 岩 系 列 と 他 に 残 液 が 上 記 分 別 結 品 と WS HEL HRI AL CRETE BL 
な り ABICMMRLOEES EX, MAE, 花 賠 斑 岩 と な り , ERODE 
動 は 終息 を つげ た 。 こ の 岩 此 痢 入 は 大 規模 で あつ た た め 地 塊 運動 を か も し , RARE 
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On the chloritoid bearing rocks from Kawai, 
Shimohei-gun, Iwate Prefecture 


K 仁 (Hitoshi Onuki)* 


Abstract: The chloritoid-bearing rocks derived from tuffaceous 
material have been found in Kawai, Shimohei-gun, Iwate Prefecture. These 
chloritoid-bearing rocks contain sericite and chlorite as index minerals of 
the quartz-albite-sericite-chlorite sub-facies in the green schist facies. As 
compared with so-called “‘Kitakami median zone’’ where cloritoid-bearing 
rocks are found in various zones of the contact metamorphic aureole of the 
Tono granodiorite intrusion, in this area, these rocks are found only in a 
lower grade zone. The chemical composition of these chloritoid-bearing 
and their related rocks are studied. The chemical composition, optical 
properties and X-ray powder diffraction data of the separated chloritoid by 
the isodynamic magnetic separator have been investigated. The chemical 
formura and optical properties of this chloritoid are 

(Fe**o.74 Fet**oig Mgo.05 Cao.02 MM.00)0.99 Aliox Sttos (OH)i.78 O5.22 
and a=1.721 B=1.725 y=1.729 2Vy=60°. These resulting data, nearly 
equal the nature of the theoretical chloritoid. Some geological and 


petrological consideration of these chloritoid-bearing rocks are discussed. 


1. 緒 


Dil! 


北上 山地 に 於 ける 令 ク ロリ トイ ド 岩 は , 所 調 ““Ab_Echiie’') o> Bue TE BRE 
体 DOERR, その 産出 が 早く か ら 知 られ , 特に 関 に よ ょ つて 詳し い 研 究 が 行わ 
れ た 。 筆者 は 達 野 岩 体 の 北東 方 , 即ち も 岩手 県 下閉伊 郡川 井村 南西 部 に も る 含 ク ロリ トイ ド 乾 
の 存在 する の を 見 出し た 。 本 報告 で は 此 の 新しい 産出 地 の 含 クロ リト イド 岩 及 び ク ロリ 
トイ ド に つい て の 研究 の 結果 を 記し , PFE CR7 AY b 4 PROMS, BBs 
を 述べ る ie} 

此 の 研究 を 行う に あたり MFBES GOK TR ALA RCA ALB LEVZ. AL OF 


* 東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉄 床 学 教 窒 
1) 遠野 変成 帯 と 新 称 され る が , 便宜 上 この 名 称 を 使用 する 。 
2) DA FEAL MART So 
3) FEE 54, Gk, 10, 81~86, 1931. 
4) Seki, Y., Sci. Rep. Saitama Univ., 1,223~263,1954 ; Sci. Rep. Saitama, 
Univ, 2, 307~361, 1957, 
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人 益 な 御 示 唆 を 戴 い た 植田 良夫 助教 授 , BARB ACEC BAL LEW So 
更に X 線 に 依る 研究 に 際 し て は , 大 森 落 一 才 授 の 御 指 示 を 戴 い た 。 深く 感謝 の 意 を 表 
する 。 


2. ib 質 


川井 村 は , 北上 山地 の 略 々 中 央 に 存在 する 早 池 輸 山 (1914m) の 東方 に 位置 し , この 一 
HPL ERY OFF KS, DE, 緑色 岩 類 が 広く 分 布 す る 。 含 ク ロリ トイ で ド 岩 は 塩基 性 
大 山岸 及び 同 澤 灰 岩 源 の 緑色 岩 類 と , BREAK, 砂岩 と の 境界 部 近く の , 凝灰岩 質 
物 を 多量 に 含み 緑色 を 時 する 岩石 の 留 裂 帯 に 現 出 する (第 1 図 参照 )。 

Rites ¢ CRMC HbA TEURICHOT, 早 池 峰 岩 体 群 に 属す る 超 塩 基 性 及び 壇 
基 性 深成岩 が 分 布 す る 。 BM 南西 部 に は 頭 著 な 接触 変 成 帯 を 伴う 遠野 花 仙 図 緑 岩 体 の 北東 
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1. Bee 2. EPR 3. Keble 4. Bee 5. 緑色 岩 
6. YERERUWH 7. 断層 8 クロ リト イド 産出 地 


1) 岩手 県 , 岩手 県 十 万 分 ノ 一 地質 図 及 び 同 説明 書 , 1956. 
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BOB SZ. PIC RAMON cls, VERS L CARRERA HET SO. KSSH 
AAORAIBF IS, 1) 超 塩 基 性 及び 塩基 性 深成岩 , 2) REVERE, 3) AREAS 
bBo 

含 ク ロリ トイ ド 岩 の 現 出 状態 を , “AEE OS Like ZL, MRRBAKO 
外縁 に 治 つ て 分 布 す る 点 で 共通 する 9 し か し " 北 中 軸 帯 に 於 て は 』 含 クロ リト イド 
岩 は 遠野 接触 変成 帯 の 内 帯 及 び 外 帯 に 現 出 し , その 原 岩 る 泥 質 岩 , 火山 岩 質 岩 の 何れ に も 
及 ん で いる リリ の に 対し , 本 域 の 含 ク ロリ トイ ド 岩 は 遠野 接触 変成 帯 の 最 外 部 に の み 現 出 
し , 且 塩 基 性 凝灰岩 質 岩 中 に 限 つ て 見 出さ れる 点 に 於 て 相違 が み ら れ る 。 

HW, 含 ク ロリ トイ ド 岩 の 産出 地 附 近 の 地質 図 を 第 1 図 に 示し た 。 

3. 270) bf FRRUZORBBA 

含 ク ロリ トイ ド 岩 は 緑色 を 量 す る 塩基 性 凝灰岩 質 岩 の 一 部 に 見 出さ れる 。 含 ク ロリ ト 
イド 岩 及 びそ れ に 密接 に 伴 つ て 現 出 する 岩石 は , 片 理 を 示し 実 山 岩 質 で ある が 含 ク ロリ ト 
イド 岩 は 特に 不 均 質 で 細い 数 cm 程度 の 泥 質 及び 弐 質 の 岩石 を 不 規 則 形 状 に 伴う こと が 
ある 。 こ れ ら の 岩石 を 構成 する 代表 的 な 鉱物 組合 せ は 次 の 如く で ある 。 


2 図 Hi GR ro F 


y 7 
ae 


W 


aay 
CEL, 


A. AR-MEE—7 oY} 4 F—RIRA— SFY v Rok 
Cd: Joypyy. Il: $x vy BREE 
クロ リト イド は 完全 な 自 形 に て 変 夷 品 を な し , マト リッ クス は 
石英 , HARE, REA, FY Vv GROKIC LOTHRM ANZ. 

B. GBR-RVEA— 70) } 4 F —#ASERE— RoR OR 
Cd: クロ リト イド , Se: #828, Ch: 緑 泥 石 , Mt: BEekee 
クロ リト イド は 変 環 品 を な す が や や 自 形 を 失う 。 緑 泥 石 と 絹 圭 
母 は 方 向 性 を も つ 排 列 を 示す 。 


1) Seki Y., 前 出 , 1954, 
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) 石英 一 絹 雲 母 
2) 石英 一 紅 柱 石 一 絹 雲 三 一 タロ リト イド 
) 石英 一 絹 圭 古 一 クロ リト イド 

) 石英 一 絹 雲 母 一 クロ リト イド ー 緑 泥 石 

5) 石英 一 絹 雲 母 一 緑 泥 石 

LAORKMHA OG S, 最も 卓越 する も の は 5) で あり , 2) へ 4) の 含 ク ロリ トイ ド 
岩 は 5) の 一 部 に 走向 に 沿 つ た 狭い 帯状 の 分 布 を な す 。 M1) 及び 2) は 3),4) の 岩石 
中 の 数 cm 以下 の 爽 み と し て あら われ る 。 

含 ク ロリ トイ ド 岩 二 種 の 顕微 鏡 ス ケツ ッ ツチ を 第 2 図 に 示し た 。 

次 に 各種 構成 鉄 物 の 顕微 鏡 の 観察 を 簡単 に 記す 。 

クロ リト イド は 変 班 唱 と し て , 2mm 以下 の 自 形 , 柱状 叉 は その 放射 集合 体 を な す が 時 
に は 自 形 を 失う 例 も る ある 。 又 特徴 ある 論 片 双 品 が 見 られ る 。 クロ リト イド は 一 般 に 顕著 
な 多 色 性 を 有する が , 本 域 の クロ リト イド は 多 色 性 が 極め て 副 い 。 稀 に X=pale green 
Y+-Z=colorless to pale green の 多 色 性 六 認 め ら れる 。 片 理 面 に 対し て 任意 の 方 向 に 
EPIL CW So MAAR (BHR?) を 包含 する 。 

BRILL, 緑 泥 石 と 共に マト リツ クス を 形成 する 。 

EE, 緑 泥 石 は 半 自 形 乃至 他 形 で , BAIR, 叉 は 方 向 和 性 を 有する 繊維 状 を な す 。 

紅 柱 石 は 破砕 され , 叉 絹 圭 母 , クロ リト イド に 交代 され る 残 品 と し て の み 存 在 す る 。 

その 他 に チタ ン 鉄 鉄 , BEB, 電気 石 , 赤 鉄 鉄 等 が 含ま れる 。 黒 雲母 は 全く み ら れ すず , 
曹長 石 も 確認 され な い 。 

上 述 の 黒雲 母 を 欠き , MVEA, PELE HALT SRM, 緑色 片岩 相 の 石英 一 


第 1 表 倉 ク ロリ トイ ド 岩 と それ に 関連 する 岩石 の 化学 組成 


1 2 3 4 
SiO, M54 66.12 | 88.86 55.76 
TiO, 3.40 1.28 tr 0.60 
Al,O, 31.98 17.67 5.26 16.92 
Fe,O, 2.89 1.56 0.12 7.32 
e0 12.70 6.04 1.25 11.65 
Mno 0.06 0.03 tr 0.04 
MgO 0.56 1.05 tr 0.76 
CaO 0.38 0.21 0.98 0.42 
Na,O 0.33 0.34 0.44 0.27 
KO 0.98 1.17 0.49 0.62 
H,O+ 4.94 4.35 1.96 4.76 
Oe 0.37 0.17 0.28 0.27 
P.O, tr ; 0.06 0.01 0.15 
Total 100.13 100.05 99.65 .| 90.54 
A AR 仁 
1. GR-WLE—7 0) +4 FREE, 神楽 西方 1.3km. 
2. BRMESRIEAY, 神楽 西 方 1.3km. 
3. 石英 一 絹 圭 母 岩 , 神楽 西方 1.3km. 
4. BRIA 7 0) 1 FMR. 7 0 7 FG 2km. 


304 岩石 鉱物 鉄 床 学 会 誌 


WRA-MESRIEAEMY に 相当 する 。 

石英 一 絹 雲 坪 一 緑 泥 石 一 クロ リト イド 岩 二 種 と 石英 一 絹 雲 母 岩 及び 石英 一 緑 泥 石 一 絹 
圭 三 岩 の 化学 分 析 値 を 第 1 表 に 示し た 。 本 表 で 解る 如く , E7014 Falk その 特徴 
と する AL2O。, FeO+Fe,0, 及び HO ces, FAVA, CaO, MQOKZLWER 
RRL CW So 


ASO NA UST as 


Joyps PUAMECIAARE RL, 2mm 以下 の 結 品 と し て 観察 され る 。 光学 性 質 

は 
c= 721 B25 WES) 7 —a=-0. 008 2Vy=60° 
で ある 。 

EAT TCT NC AL ER RE ERD 
分 離し た が 少量 の 石英 包含 物 は 険 去 出来 な か つた 。 この 分 離し た 試料 を 化学 分 析 に 付 し 
た 。 そ の 結果 を 光学 性 質 と 共に 第 2 表 に 示し た 。 

この 分 析 値 より 化学 式 を 算定 する と 

(Fe’o.75 Fe oig M&o.05 Cao.02 Tio.or MM.00)1.01 Ali 90 Sir.og (OH) 1.77 Os.23 

と な る 。TiO。 を チタ ン 鉄 鉄 と し て FeO と 共に 除去 し て 化学 式 を 算定 する と 

(Fe’o.74 Fe oig M&o.05 Cao.02 MNo.00) 0.99 Ali.g1 Stios (OH)1.78 O5.22 
と な り 人 何れ も クロ リト イド の 化学 式 


(Fe’Mg) All Fe*’Si (OH) OY 
第 2 表 クロ リト イド の 化学 組成 と 光学 性 質 
重 in 96 Jk =e sae 
A B A B 
SiO, 25.81 | 26.11 Si 429.7 1.08 1.08| 434.7 1.08 1.08 
TiO, 0.36 oe Al 758.5 1.90 1.90| 767.3 1.91 1.91 
Al,O, | 38.66] 39.11 Fe”’ 70.5 0.18 Fi Oohd 
Fe, O3 5.63 5.70 Fe’ 297.7 0.75 | 296.2 0.74 
FeO 21.398) 2128 Mn ea OROO Ol 7 O00 0 
MnoO Ome 0.12 Mg 19.6 0.05 : 19.8 0.05 
MgO 0.79} 0.80 Ca 7.8 0.02 8.0 0.02 
CaO 0.44 0.45 Ti 4.5 0.01 
H,O+ 6.36 6.43 OH 708.7 1.77] 9 o9| 714.4 1.78 7.00 
H,O= 0.31 se O 2085.4 5.23 i 2096. 1 22 
Total | 99.87 | 100.00 | 
CP == 
& = 1798 
y = 1.729 y-a= 0.008 
2V y= 60° 


a a a a ee 
B: A £0 TiO, と それ に 相当 する FeO FF Fv BELL TREL, 
10096 に 計算 し た 例 . hae RE EE 


1) Turner, F.J. and Verhoogen, J., Igneous and metamorphic petrology, 
1960. 


2) Harrison, F, W, and Brindly, G.W., Acta Cryst., 10, 77~82, 1957, 
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に 近似 する 。 . 

次 に この クロ リト イド の 化学 組成 を , “Abeba” ied SRR BY の それ と 共に , 
世界 各地 に 於 ける 22 fl? の クロ リト イド と 比較 し た も の が 第 3 図 の A (Al,O,) — 
F (FeO +Fe,0,;+MnO) -M (MgO) 図 で る る 。 こ れ に て 明らか な 如く , AM, 北上 山地 
HED7 a) b4 Fie MZO に 逐 し く FeO+Fe。0。 に 富ん で いる 。 し か し , この MgO に 
逐 し い 事 実 が 何 に 起因 する か は 明らか で な い 。 


第 3 図 クロ リイド の A (Al。O。) -F(FeO+Fe,0, 
+MnO) —M (MgO) 図 


A 


M に 


更に 同一 の 試料 を 用 い Geiger flex に て KARAT HARE (RL ro KRORH I 
次 の 通り で ある 。 

Target : Cu, filter : Ni, voltage : 30kV, current : 10mA, scanning speed : 

1°/min., chart speed : 2cm/min., scale factor : 8, 3°~90°, 32, 19°~31°, 

multipier : 1, time constnt : 2sec, divegence slit: 1°, scatter slit: 1°, re- 

ceiving slit : 0.2mm 


此 の 結果 を 第 3 表 に 示し た 。 ク ロリ トイ ド に は , (004), (006)9 の 回 折線 が 顕著 で ある 。 


1) Seki, Y., 前 出 , 1954. 

2) Milne, I. H., Am. Min., 34, 434~442, 1949. 
Hietanen A., Am. Min., 36, 858~868, 1951. 
Snelling, N. J., Min. Mag., 31, 469~475, 1957. 
E-an Zen, Am. Min., 45, 129~165, 1960. 

3) E-an Zen, 前 出 , 1960. 
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8 ze TAY RZ ED 
X 線 粉 末 回 折 値 


CA EECCA A 
6.93 2 2.46 1 
4.93 3 2.41 1 
4.67 3 3.27 1 
4.46 100* 3.26 1 
3535 3 2.30 2 
3.24 2 1.84 2 
2.97 18 ** 1.59 2 
PATI) 2 Lo) 3 
2.70 2 1.56 0. 
ZO, 1 1.48 3 
2.54 0.3 

* (004) ** (006) 


5. クロ リト イド の 成因 的 考察 


北上 山地 に 於 て , 含 ク ロリ トイ ド 岩 は 

遠野 岩 体 の 西方 “北上 中 還 帯 ” に 広く 産 
L, ZHI THES < HY L 
feo DICK SL “Abbe” 1cHwT 
は , S70) b 1 YS, RPSAKORE 
Aiz & ABR AEM OD 内 帯 外 帯 を 問わ 
ず 現 出し , 接触 変成 鉄 物 に 交代 され る ク 
ロリ トイ ド と , 接触 変成 鉄 物 を 交代 する 
クロ リト イド の 三種 が 存在 する 。 こ の 事 
は クロ リト イド の 形成 が 二 期 に わた つ 
て 行わ れ た 事 を 示唆 する 。 


SC, 本 地域 の クロ リト イド は , “北上 中 還 帯 " の 第 二 の タ イプ に 相当 する も の で あぁ あつ 
て , 未だ 第 一 の タイ プ の クロ リト イド は 見 出さ れ て いな い 。 こ の 点 か ら 推 論 す る と 本 地域 
で の クロ リト イド の 形成 は , 単に 一 期 の み で あつ た と 考え られ る 。 第 二 の タ イプ に 属す る 
こと を 示す 好例 で ある 紅 柱 石 を 交代 する クロ リト イド が 観察 さ れる 岩石 は クロ リト イド 
— ABE RVE BOM ORA LL CHES So 紅 柱 石 は 境 野 岩 体 の 導 入 に 依る 接触 変成 
RKMLBASLNSAD, この 紅 柱 石 を 交代 する クロ リト イド の 形成 は 遠野 岩 体 の 洋 入 以 
後 で あぁ つた と 限定 され る 。 叉 クロ リト } ト イド の 形成 の 因 と な つた MBN ASAE LiF 


ARDEA LB AINE Zr 


本 地域 と PARE BRE BS S Ab Epa CH C7 Yb 44 FORA, REP 
DEAD HRM DROMT DN, FOVROW & ROBE DRIP AO REA AT 
後 二 回 に わた つて 行わ れ た で あぁ ろう 。 本 地域 で は , 単に クロ リト イド の 形成 は 一 期 の み で 
HOLBASHN, CNEMOKY WEA SAOUA CROSS ERIE OU, 
CLAM GALA RICKS RH SMRAC ART ZLBRENS]W. 


1) Seki, Y., aqHt, 1954, 1957. 


ty 
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8365, 新 ゲ ル マ ニ ウム 鉱物 Fleische- 
rit 及び 伊藤 石 Frondel, C., Strunz, H, 
南西 アフ リカ Tsumeb gil) ( 含 Ge- 
Cu・Pb・Zn Gk) FED Ge Hit T 
は , 一 次 鉄 物 と し て Germanit Cu, (Ge, 
Fe) S, Reniérit Cu, (Fe, Ge) S$ 三次 
sme LT Stottit Fe[Get4(OH) 1D 
産出 が 知ら れ て いた が 今回 新 に 表記 の 二 
新 鉄 物 が 見 出さ れ た . Fleischerit \ighp£ 
酸化 帯 の ミ メ ッ ト 録 , AMG, Hx U 
ス 石 等 に 伴 つ て , BRD Sw th WHER 
BELLU CHHTS. 白色 絹 糸状 光沢 を 
も ち 比 重 は 4.59, 一 軸 性 負 , & =1.776, w 
= 1.747, ay = 8.89, co = 10.86A, ao:co 
=1:1.222, Z=2 で 完 問 群 は P6。/mmc, 
化学 成分 は Pb, Ge+? [(OH)』(SO』) 2〕・ 
4H,0 CHS. Bie CBRL, 
#) 200°C に 加熱 する と 脱水 され 上 生 つ 
Ge+2 っ Ge+4 の 酸化 が 行わ れ て 次 の 伊藤 
Alc Albt So FRA (Itoit) は Fleis- 
cherit の 変質 仮 像 と し て 産 し , BOTH 
細 な 結晶 集合 で 平均 屈折 率 は 1.84~1.85 
CHhHo KRMAKM BS 硫酸 谷 鉄 と 同 
様 で あり , do=8.47, bo=5.38, co=6.94A, 
0:b0:co 三 1.574:1:1.290 で あぁ る 。 化学 
式 は Pb,([GeO, (OH), (SO4)2) 簡単 に 


する と Pb(S, Ge) (O, (OH)), に 相当 し , 


(SO : (GeO, (OH),)=2:1 GH), B 
BA PRKRLABCHS. 鉄 物 名 は 
KR, 米国 地質 調査 所 の M. Fleischer, 
前 東京 大 学 教授 伊藤 上 真 市 両氏 に 因 ん で 名 
付す られ た 。 (Neues Jahrb. Min., Mon- 
atsh., 6, 121~144, 1960) LEAN 


8366, XX 線 粉 末 回 折 法 に 依る 定量 的 


録 


鉱物 分 析 の 一 方 法 Mitchel, W. A. 
著者 は 粘土 鉱物 の 定量 的 同定 法 を 中 心 
に 当方 法 の 研究 を 行い , Hicks 
EES Citi CT Z 0 KRSM 
面 間隔 を 有 し , Fe を 含ま ざる 試料 も 殆ど 
存在 し な い 点 か ら 閣 土 鉄 物 の XX 線 実験 に 
は Cu-Ka より も Co-Ka を 使用 する の 
OU Ch SR, 2+ C% Co-Ka を 用 い 
て いる 。 Co-Ka tifa ¢ MNS Nn SRA 
Kew RARE EIEGHO, 例え ば アァ ア 
ラビ アゴ で 稀釈 する ご と に は っ で その 
害 を 避け 得 ら れる こと を 見 出し た 。 ie 
し て 試料 調整 に KCI, Al,O,, Al 482 py 
部 構成 試料 と し て 一 定 の 混合 比率 を 考慮 
する 事 に より 各種 鉄 物 の 回 折 像 に 於 ける 
回 折線 強度 を 定め , X=100a IsIxm/SIx 
Ism な る 式 で 定量 を 行え る こと を 見 出し 
た 。 こ ゝ で XX は 求め る 物質 の 重量 %, Six 
試料 の 重 さ , a は 内 部 標準 試料 の 重 さ , 
Ix は 以上 の 方 法 で 定め られ た 求め る 物質 
に 於 ける 標準 回 折 強 度 , Is は 同じ く 定 め 
られ な た 内 部 試料 の 標 獲 強度 , m は 測定 で 
求め られ た 各 物 質 に お ける 値 を 示す 。 
(Min. Mag., 32, 492~ 499, 1960) [Bg) 


8367, Hebrides 島 South Harris 
の Lewisian ペグ マタ イト Knorring, 
O,. Dearnley, R. 

Atay } FY FAA T YY FAB Har- 
Tis 附近 に は 花 賠 片 麻 岩 の 周辺 近く に 多く 
の ペグ マタ イト が あり , その 一 部 は 長石 
を 稼 行 し て いる 。 主 な 数 カ所 の ペグ マタ 
イト か ら 産 する 鉄 物 に つい て , 産 状 や 物 
理性 , 化学 成分 , 微量 成分 等 の 記載 を 行 
つた 。Loch a/Sgurr ペグ マタ イト は 紅 ~ 
自 色 の 草 長 石 , 微 斜 長石 , 石英 の 他 磁 鉄 
$k, FASE: uraninite, thorite, モナ ズ 石 


G46 7 OK GK OR ES 


(y=1.842), uranophane(y=1.699) 等 
を 含む 。Sletteval マゲ グマ タイ ト は 長石 
類 , 石英 , 黒 雲母 (6=7=1.635, 分 析 1) 
Zinch (ees SRK A, PRA b 
ゴム 石 (n=1.610), thorite (2=1.685) 
等 を 産 す る 。 Chiapaval ペグ マタ イ 
ト は 岩 床 状 で 主 成分 鉄 物 の 他 に , 英国 で 
初め て 産出 し た HRA (n=1.795, 
@=8.10A, 441), コロ ンプ 石 (a 
=5.11,b9=14.21, c5=5.75A, S47 M1), 


I I I V 


SiO, 35.75 ORD) 1525 2360 


K,O 
Rem 


TiO, 2.94 none 1.84 ーー 
ISOs | 7 - LO S029) = 20.87 
rok cece = cipal 
FeO 18.84 TO V2 4 G20 
MnO 0.67 0.42 6.69 21.47 
NO Sibi we DiS anes 07 
CaO 0.04 tr = 0.51 

9 

4 


(07% 35.85** 77.86% 一 


Total |100.31 100.32 100.05 99.82 


(*: Li,O 0.05, Na,O 0.08, H,O0+3.72, 
H,O—0.04, Fo. 18, x*: ZnO 35.85, xxx: 
Nb,O, 65.20, Ta,0,12.56 , ZrO,0.10) 


Mn-#af9 a (2=1.805, ag=11.60A, 分 本 
NW), uraninite (aj=5.45A), betafite 
(a9=10.30A), kasolite 等 を 産 す る 。 

(Min. Mag.,32, 366~378, 1960)[ 長 谷川 


8368, Clinoptilolite の 再 確認 Mump- 
ton, F.A. 


Clinoptilolite (qJ7Fu— Ny) & 
Ub ec O X AMET, 熱 的 性 質 , 化学 成 
分 , 和 熱 水 的 隆 質 を 比較 し て 両者 に 差違 の 
ある こと を 見 出し , clinoptilolite (xyuyr 
LRM EL TRMIN EL BAL T 
いる 。 Bs clinoptilolitetx (Na,O) 9.7 
(CaO) 9.19° (K20) 0.45: (MgO)o,95-Al,O3- 
8.5~10.5 Si0,-6~7H,O の 化学 成分 を 


も つた WHO 一 種 で , 結晶 構造 は ERM 
石 に 類似 し て いる 。 MAD X RAM 
線 も 征 異 つて いる が , 最も 著しい 差 は 熟 
的 性 質 で あぁ る 。 RIS PIX 230°C で 
“heulandite B,, ic#AjtL, 350° Ce 
定形 物質 に な る が が, clinoptilolite は 約 
700° まで 変化 が な い 。 故に D.T.A や 
ABR (450°) の X 線 試験 に よ つ て 容 名 
に 両者 の 識別 が つく 。 叉 , clinoptilolite 
は 355°C, 15,000 psi DBVKREFC 
モル デン 漠 石 に 変化 し , 400°, 20, 000psi 
で は 曹長 石 や SiO。 を 生ずる 。 (HAIL 
320° 以上 , 15,000 psi で wairakite 
に 分 解す る ) (Am., Min., 45, 351~3 


69, 1960) [長谷 川 ] 
洪 石 学 及 び 火 山 学 


8369, Eire, Galway }}| Cashel- 
Lough Wheelaun 3$#AjSt RADI 
Sesh a 2pA sleake beak 
Skirrow, G. 

Ireland 西部 Galway }i|® Cashel- 
Lough Wheelaun 導入 岩 は 泥 質 岩 の 
xenolith を 持つ 族 基 性 並び に HB EE 
の 導入 岩 で あぁ つて , 泥 質 岩 源 の ホル ン フ 
ェ ル ス が 之 を 取 囲 ん で いる 。 COVERS 
源 岩 石 に 就 て 野外 調査 , 頭 微 鏡 研 究 並 びに 
化学 分 析 を 行 つ た 結果 を 記載 し た も の で , 
化学 分 析 は ホル ン フ ェ ル スズ 化し た 泥 質 岩 
14 個 に 就 て 行い , Zt HRI SAIC 
地域 産 の 未 変成 泥 質 岩 18 個 の 分 析 る も 行 
つて いる 。 Biotite-acid andesine qua- 
rtz-fibrolite-garnet の 組合 せ を 持つ 所 
調 広 域 変 成 作 用 に 依る 片岩 か ら cordie- 
rite-sillimanite-labradorite-magneti- 
te-biotite ky 7x VAERET spinel- 
magnetite-cordierite + corundum ++ 


orthopyroxene Vv 7x VAICBAMS 


> 
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種々 の 変成 度 の 岩石 が 存在 し , [SER Ye 
用 , 腕 アル カリ 作用 が 行わ れ て いる 。 ホル 
ンプ フェ ルズ 化し な い 泥 質 岩 の 平 均 化学 成 
分 は SiO, =46.2%, NagO-+K,0==6.29% 
で ある が , xenolith に 於 て は SiO, 10 
96 DLE, NagO+K。O で 0.25% 以上 
の 減少 が 見 られ , 一 方 FeO+Fe,0, & 
び MgO は 増加 し FeO+Fe,0,=12.0 
%, MgO=3.496 の も の が 夫々 40% 及 
び 9% 以上 に な つて いる 。 Xenolith か 
6 GRE EROAABEIL 72 WHOM 
成 は Daly D7 1 AUER BOF 
成 と 同一 で は な い が 似 て を り , BORER 
は Bowen OME St YER SL ORE 
作用 の 説 を 支持 し て いる こと が 判る 。 

(Jour. Geol. ,68, 23~40, 1960) [植田 〕 


8370, Colorado, La Plata Moun- 
tains の ラン プロ ファ イアー・ シ ル の 分 
4t Rogers, J.J.W., Longshore, J. 
1D 


南西 Colorado, La Plata Mountains, 
La Plata quadrangle の 北 束 に ラン プ 
Ty Ae (ASV ee) Les 
HSBo BAtk 130 feet, WEHICBEAL 
て いる 。 WHADBARABE ご く 僅 か で 
あり , 1~2feet 焼け て いる 程度 で ある 。 
痢 入 当 時 の マグ マ は 普通 輝石 と AICS 
bia SCY —FILEU DDC あつ た 。 
Wy VO AREA Ect UC 普通 角 
Rat tVaA7V—-AM5MS ANA 
PEERAD 56N S20, PMC lsfkwo 
sot FRAY GR 7x 品 出 作用 を 行 な つ て い 
る 。 谷 長 石 成分 は 分 別 品 出 作用 に より 残 

液 中 に BL, その 量 と Ab 成分 は 中 
心 に 向 つ て 増加 する 。 磁 鉄 鉱 は 比較 的 早 
期 に 詩 出 し , 下部 に いく ら か 沈下 集積 し 
て いる 。 叉 捕獲 岩 は 比較 的 高温 の マグ マ 
Ci ~7TERIL, —B. 
像 と し て 残 つ て いる に 過ぎ な い 。 RH 


に は , ARAD YER CEA Ae Cd OY, 
ER BiRA PAY VYARELERL T 
WS. (Am. Min., 45, 774~782, 
1960) CHAI 
8371, Uganda, 西北 Ankole の 


Precambrian 冊 石 の 層 序 , 構造 及び 
変成 作用 Reece, A. 


西北 Ankole 地方 を 構成 する Pre- 
cambrian の 岩石 は Igara group と 
Buhwezu group の 2 つ に 別け る 事 が 出 
来る 。 前 者 は 一 連 の 堆積 岩 が 変成 作用 と 
人 花 賠 岩 化 作用 を 受け て 生じ た 片岩 BS, 
(Ed IS LORS LOC, ANDO are 
edt & SL TW So 後者 は 
Igara group & AERO CHERAL re 
砂岩 質 及 び 泥 質 岩 の 互層 より 成る —HO 
堆積 娠 で , 再 結 曲 作 用 が 行わ れ て いる 。 
之 の 下部 の 部 分 は Igara group と 同時 
ROEM aE (EAS 受け て いる 。 Buh- 
wezu group の 下部 砂岩 質 の 地層 は 湖 に 
流入 する 急流 河川 の 三角 洲 堆 積 物 で あ 
る 。 之 等 岩石 は 北 か ら 南 に 叉 上 部 か ら 下 
HVC RAPHE OSA Cw So 造山 作用 に 
ILI OD RAMASHEE SNS. 最初 の 造山 
作用 は Igara group に 南北 方 向 の 軸 を 
FeO Fe th (EFA - 与え , 低 変 成 度 の 広域 変 
BVA RTL oun, group は そ 
DBie HEBEL Reese る 。 第 2 期 の 造 
山 作 用 は Igra, Buhwezu Mj group 
に 西北 西方 向 の 軸 を 持つ 橋 曲 作用 を 与え , 

再 結 晶 作用 と 交代 変成 作用 と を BIL ro 
ate Geol. London, 115, 389~ 
420, 1960) Chet J 


8372, Alabama, Selma の chon- 
drite Mason, B., Wiik, H.B. 
1898 年 7 月 20 日 に Alabama, Sel- 
ma 地方 で 較 光 が 認め らち られ, 随 石 が 落下 
し た が , 1906443 8, J.W. Coleman 
が Selma の 北 北西 2miles の 地点 で そ 
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れ を 発見 し To 重 さ は 140.6kg で あ る 。 
これ を 鏡 下 に て 観察 する と . chondrule 
構造 が 良く 発達 し , 構成 鉱物 は 林 衝 石 
(Fo。i), SRR (Eng,), SRG (Anya), 
PRGRGK, BEGG UD H (196 以下 ) の 
yoke (PRK AaB merrillite) a+ 
0, ニッ ケル 一 鉄 は 完全 に BRA MWA 
EBL CWS. Chondrite の 化学 組 
成 は , FeS 4.70, SiO, 34.80, TiO, 
0.123, Al,O,1. 68, Cr,O, 0.45, Fe,O, 
10.63, FeO 15.01, NiO 2.02, CoO 
0.086, MnO 0.29, MgO 22.21, CaO 
1.20, Na,O 0.47, K,O 0.057, P,O, 
0.38, H,O+ 3.22, C 0.043, SO, 1.00, 
Total 98.37 (Am. Mus. Novitates, 
No. 2010, 1~7, 1960) CAI 


へ へ 
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8373, Ag,S-Bi,S,-PbS 三成 分 系 
Van Hook, H. J. 

BARU BBA k OT Bi-S, Ag,S- 
PbS, Ag,S-Bi,S,, PbS-Bi,S,, AgBiS,- 
PbS Ku Ag,S-Bi,S,-PbS 系 の 状態 図 
を 完成 し , Aes Pe 三成 分 固溶体 中 に 
HAYS Ag82S, Bi。S。 の YR RL 
た 。 これ に ょ より 方 錠 鉄 中 の Ag 及び Ag 
鉄 物 の 挙動 が 明らか と な つた 。 PAV, 
Ag,S (高温 型 ) 中 の PbS の 沙 解 度 は 共 
融点 605°C で 3mol%, BipS。 の それ 
は Ag2S-AgBiS。 共 融点 615°C で 496, 
AgsS (argentite) 中 に 於 ける PbS OK 
解 度 は 二 成 分 系 で も 三成 分 系 で も 196 以 
下 で ある 。 KX Ag2S-Bi。S。 系 に お いて 二 
つの 化合 物 を 合成 し た 。 こ の 一 つ は ma- 
tildite (AgBiS。) で これ に は 二 型 が あり , 
高温 型 〆 (方 錠 鉄 型 ) は 195°C で 低温 
型 に 転移 する 。 PbS 中 に お ける Ag。S の 
深 解 度 は 小さ く , 700° で 0.496 で あぁ る 


が , Bi,S, は 800° で 9% ZBWISo 叉 
AgBiS。 は PbS 中 に 170° で 10% も 
vi, Bi の 存在 下 で は PbS 中 の Ag 
の 深 解 度 は 増加 する こと が 判る 。 (Econ. 
Geol., 55, 759~788, 1960) [山岡 
8374, 中 部 Peru, Negra Huanusha 
に お ける 含 銅 赤色 層 の 銅 一 銀 鉱 床 Kobe 
W.H. 

本 地域 に は Permian の Mitu 層 に 属 
する 赤色 泥岩 を 伴う 赤色 粗 斑 ~ 細 料 の 人 花 
賠 岩 質 砂 岩 と , dh, 西 及 び 南 で これ を 取 
DEC PERO Paria 石灰 岩 が 分 布 し , 
Mitu 層 に は ゆる く 西 に 沈降 する 背 冬 境 
造 が あり , 東方 で その 中 心 部 に 古生代 の 
Excelsier 片岩 が 露出 する も の で ある 。 

鉄 床 は 3 種 の 産 状 を 呈す る 。 即ち ユ つ 
は 赤色 花 賠 岩 質 砂 岩 に の み 限 られ , SER 
中 で は 孔 徒 石 の 為 淡 青色 ~ 緑 灰色 を 時 し , 
延長 数 m~200m, JB 20cm~2m を 
超え る 層状 の も の で , 灰色 の 砂岩 は BA 
Gh PURE & PE 5 PRG AS RAL THY, 
地表 近く で 一 部 が 孔 徒 石 に BEE LT 
る 。 こ の 硫化 物 は 炭 質 物 と 関係 を 有 し 。, 
一 部 で は 木質 部 を 交代 し て いる 。 第 2 の 
も の は 上 記 同 様 赤 色 砂 岩 中 に Met Sos 
REET, 斑点 状 に 鋼鉄 が 集 つ て いる る も 
DC, 銅 の 硫化 物 の 他 に TABLET CARR 
鉱 一 磁 鉄 鉄 を 伴う の が 認め られ る 。 第 3 
の も の は Mitu 層 の 赤色 砂岩 の 上 限 , 多 
く は Paria 石灰 岩 の 下 限 に 腺 胎 する 。 
この 両 層 の 韻 は 一 般 に ミロ ナイ ト に な つ 
て いて , EXCL CLEA 及び 藍 銅 鉄 に 
ZED GRAB FAGK SFE 場合 が ある 。 
母 岩 を な すす 砂岩 は 一 般 に 塊状 均質 で あ 
る が , 部 分 的 に 成層 し , BBWS YD, 
mud crack, AE, BYR tBL, 砂岩 が 
LID LISI KD 影響 の あぁ る 様 な 
河川 の 堆積 物 で ある 事 を 示し て いる 。 H 
色 砂 岩 中 の 第 1 の 鉱床 で は 夷 鋼 鉄 は 硫化 
鉄 物 に 富む 所 に は 殆ど 生じ て いて PRISE 
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と 共生 し , 両者 は UVRMMEETSr, 
叉 は 交 銅 鉄 に と りか こま れる 。 この 両者 
は 炭 質 物 の 細胞 の 中 に も 和信 りこ みこ れ を 
FEF o FRSAGKIS MHC 産 す る 事 も あり , 
粘土 質物 質 , 方 解 石 , 石 基 を 交代 する 。 
これ 等 の も の に は storomeyerite Wah 
KARRRUBRRM RA Me と りか こ 
A, 叉 砂岩 中 に 脈 を な し て 夢 鋼 鉄 と 共に 
BET So 第 2 の 鉱床 の も の は PRPAGK ABE 
点 叉 は 斑 状 体 を な し , ARERR E PEO THL 
ADS PIC» 一 部 に 磁 鉄 鉄 を 球状 
体 の 中 に の み 伴 う 。 PRRIBKIS LIE LIS AR 
鉄鉱 lath を 交代 し , 赤 鉄 鉄 は 磁 鉄 鉄 を 
交代 する 。 こ の 種 の も の は 一 般 に RAM 
が 全く な いか 或 は あつ て る も 僅少 で ある 。 
成因 的 に は 第 1! の 鉱床 は 砂岩 中 の 炎 山 
岩 々 片 に より 示さ れる 如く 火山 作用 が 同 
REA HOT BAIRRUR PC, REX BeWo7k 
の 影響 を 受け な が ら 河 川 に よ つ て EW 
岩 が 堆積 し , BRIE HHO KKOB 
BELL BOK RE OD 5 HEN Te HZ OMDO 
A AY PDB HOPE Kis LOTS 
た ら さ れ 硫 化物 と し て , EO PICMIRL 
て 生じ た 。 誰 朽 し 始め の 時 の 炭 質 物 は な 硫 
酸 慮 を 硫化 物 に 層 元 し た も の と 考え られ 
Bo 第 2 の 鉱床 で は Excelsior-Mitu ij 
層 の 境界 附近 の も の の 中 に は , 磁 鉄 鉱 が 
完全 な 八 面 体 で 残 つ て いて , これ は 下部 
の Excelsior 片岩 か ら も た ら さ れ な た と 
考え られ る が , 大 部 分 赤 鉄 鉄 に 変じ て い 
Zo. (Schweiz. Min. Petr. Mitteil., 
40, 163~176, 1960) [鈴木 〕 


8375, Blind River の ウラ ン 鉱 石 と そ 
の 成因 Robertson, D.S., Steenland 
N.C. 

“HRD 7 > vy Gk Huronian fg 
の 基盤 付近 に 集中 し , 断続 的 な 岩 床 状 を 
な し て 腺 胎 し て いる 。 ウツ ラン 鉱物 は br- 
annerit, uraninite 及び モナ ズ 石 より な 


る が , CNSR L 同時 生成 の も 
の と 思わ れる 。 Moy 7 vSMsthore 
居 物 と 同様 の 様相 を 量 し , BUKI AE 
は 認め られ ず , 硫化 鉄 物 或 は 石英 脈 と の 
直接 的 な 成因 関係 る も 観察 され な い 。 BM, 
uraninite と モナ ズ 石 は その 比重 差 に 従 
つて 配列 し て いる 。 BAER 海浜 及び 三 
角 州 の 環境 で 堆積 し た も の で , その 生成 
時 代 は 1,200m.y. より る も 古く , BSS 
1,700m.y. 以前 と 思わ れる 。 (Econ. 
Geol., 55, 659~394, 1960) [阿部 宏 ] 


8376, Fe-S 系 中 に 於 ける 黄 鉄鉱 の 安 
SEBS Kullerud, G., Yoder, H.S. 

RGAE RSE PIL 勿論 堆積 岩 , 

Ks, 変成 岩 等 非常 に 広い 地質 学 的 条 
件 下 に 安定 に 存在 する こと が 知ら あれ て い 
る が , 此 の 論文 は 黄 鉄 鉱 の 高温 に 於 ける 
安定 限界 を 実験 的 に 求め 種々 の SBE I 
えて いる 。 lb pyrite = pyrrhotite+ 
liquid (or gas) の 反応 温度 を 求め た 結 
1: 黄 鉄 鉄 は 105ar で は 743°, 335par で 
は 748°, 1000bar で は 755°, 2000bar 
で は 770°, 5000par で は 810° に て BK 
硫 鉄 鉱 と 液体 に 分 解 深 鍼 す る こと が HED 
られ た 。 EL THEO PHS HRS RGR, 

TERRE, 液体 及び 気体 の 四 者 が 安定 に 
共存 する invariant point 743°C 10bpar 
EOE FEL, 14°/1000bar の 勾配 を 
る つて いる こと を 明か に で て いる 9 な 
此 の 平衡 曲線 が Fe-S 系 の 温度 一 圧力 平 
衡 状 態 図 及び 温度 一 成分 平衡 状態 図 に 於 
いて 如何 な る 位置 を 占め て いる か を 図示 
し 多く の 論文 を 引用 し つつ Fe-S 系 に 於 
ける 草 鉄鉱 の 安定 関係 に つい て 論じ て い 
Do 結局 黄 鉄 鉱 は 初生 的 に マグ マ 或 い は 
熱 水深 液 か ら 直 接 品 出す る こと は 殆 ん ど 
な く , 磁 硫 鉄 鉄 と 液体 或 い は 気体 と の 反 
褒 に より 形成 され る も の で あり , RGR 
中 の 磁 硫 鉄 鉄 の 存在 の 有無 は 現在 一 般 に 
信じ られ て いる 様 に , 温度 に よる の で は 
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な く 元 の マグ マ 或 い は 溶液 の 総 化学 成 分 
EAZVDCHZLAML TwSo BH 
地質 現象 と の 関係 に つい て る も 言及 し て お 
0, MHA KRARUEM AO Ald 
ML, 種々 の 硫黄 分 圧下 に 於 ける 黄 鉄鉱 
の 安定 限界 を 示す 曲線 と を 比較 する こと 
kD, 天然 の これ ら 講 岩石 中 に MER 
GEER USALTEL BADE BET SAO 
—VORIRERL TWSo (Econ. 
Geol., 54, 533~572, 1959) 【〔 山 岡 〕 


8377, th RIC RRS SARK POL 


水 に より 抽出 し た 銅 及び 亜鉛 Warsen 
H.V., Delavault R.E. 


Canada の British Columbia | 責 
BBX IR OEE O RARER Dac Ov T 88 
ケ の 試料 か ら , 王 水 に より Cu, Zn を 抽 
出し た 。 深成岩 類 と し て fee, TERPS 
ia BR Aine Pine, 石英 モン ゾ 
Se CYS HBS covey, これ ら 
DRAENE 5 EAB Ds 5 BD B70 

結果 は 大 別して Cu, Zn OMG BR Z 
し いる も の (negative area), Cu に 富む 
も の (Cu positive area), Zn に 富む 
も の (Zn positive area) に わか れる 。 
n. area で は Cu0.5~5ppm, Zn 16~ 
75ppm, Cu: Zn 0.018~0.0125, Cu 
p- area で は Cu 19~39ppm, Zn35~ 
85ppm. Cu:Zn 0.12~1.12, Zn p. area 
で は Cu 5~16 ppm, Zn 78~135ppm, 
Cu:Zn 0.042~0.12 で ぁ つ た 。 Cu DS 
化 作 用 の な い 附 近 で は Cu は 10ppm 以 
FC, 大 部 分 Sppm より 少 い 。 Cure 
Lio dorm Zn EOE HK O01 kD 
少く , Zn が 普通 程度 に 入れ ば 比 は 0.05 
へ 0.08 の 間 に く る 。 Cu OGRE MERA BS 
し いい 附近 で は Cu は 10ppmik9 常に 
Bt, Zn EMH O2 MELD, KR 
料 中 に 銅鉱 物 が 見 られ な く と も, 上 比 が 1 
に 近い も の は その 附近 に 重要 な SLE 


が 見 出さ れる 。 Zn の 鉄 化 作用 の 見 られ 
な い 部 分 で は 常に Zn は 25~75ppm の 
間 に あ ぁ あり , Cu と の 比 は 鉱 化 作用 に 対し 
て 一 般 的 傾向 が 見 られ ず , 鉱 化 作用 が 著 
し い 所 で は Zn は 常に 75ppm 以上 で あ 
る 。 Zn の 異常 値 は Cu の 量 が 通常 より 
幾 分 高い 時 に 伴 つ て 現われ , Cu DRE 
値 は Zn OVROM Lis SHELL 
な い 時 と ある 。 (Bull. Clnst. Min. 
Met., 643, 495~504, 1960) (#7) 
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8378, KRBHROLRBHICLYVBE 
率 を 算出 する テオ ド 器 ピ ツ チチ 法 
Aschenbrenner, B.C. Chillinger, G. 
V. 

G.I. Teodrovich は 湖 透 率 既 知 の 400 
+ ORR DEH OMI >, BRS 
CK) は 孔 際 の 形式 (A), 有効 孔 際 率 (B), 
孔 際 の 平均 直径 (C), 孔 際 の 形 一 偏平 度 
—(Dy), 2 v }OBKLEAR(D,), F 
BRO SEA ARRE (Ds), 孔 隙 並 に 孔 隙 間 通 路 
DREOVER AG SCAT SEL, 
AVEO ERNCID UP RRS 乗 ず る こと 
\VkLOCBEREHALBS OLS 発見 
Lio Bld K=A-B-C-D,-D,-D,-E 
で ある が DD。 以下 は 和 省略 し て K=A-B- 
C.D, で 大 要 を 知る こと が 出来 る 。 孔 隙 
の 形式 は 4 に 分 け , 第 1 は 通路 (canal) 
の みか ら な る も の と し , 通路 の 直径 0.01 
mm か ら 0.04mm の 問 を 4 級 に 分 ち 之 
に 係数 2, 4, 8, 16, 32 を 与え た 。 第 
2 は 主として 孔 際 か ら な る も の と し で て, 
その 頻度 か ら 之 を 3 級 に 区 分 し て RRR 
数 8, 16.32, 32 へ ~64 を 与え た 。 第 3 
は 通路 内 に 孔 際 を 有する も の と し て , 3 
級 に 分 け て 夫々 係数 6, 12, 24 を 与え 
た 。 第 は 表面 体 結晶 粒子 に 連絡 間際 あ 


tt 


i> 


録 HH51 


る も の と し て その 面 角 の 魔 耗 度 に 店 じ て 
3 級 に 分 ち , REEL T10, 20, 30 +H 
えた 。 次 に 有効 孔 隙 率 に 対し て は 259% 
以上 の も の に 係数 25~30, 15.2596 の 
も の に の も の に 17, 10~1596 の も の に 
10, 5~109% の も の に 2 へ ~5, 2~5% の 
の る も の に 0.5~1.0,29 以下 の も の に 0 
BRA BUCILROKA IML Tis, 

直径 2mm. 以上 に 対し て は 係数 16, 0.5 
~2.00mm. < 対し て 4, 0.25~1.00 に 
ile © 2, OL0~O/50 eS 1570105 
~0.25 IHL T 0.5, 0.01~0.10 weg 
Ge 10:25 OUOELSOLONee IL] 0:25, 
0.10 DL Fiz 0.125 0.03 prFiz 0.0625 
を 与え た 。 最後 に 孔 隙 の 形 と し て 等 方 形 
の も の に 1, 偏平 形 の も の に 2 ひど さく 
偏平 で 並列 し 相互 に 通路 ある も の に 4 の 
係数 を 与え た 。 著 者 等 は テキ ドロ ビッ チ 
の 方 法 に も と づい て 実験 を 行い , 計算 値 
と 実験 値 の 開 の 偏差 は 平均 2096 程度 で 
ある こと を 示し た 。 湖 透 率 と 孔 際 と の 関 
係 を 量 的 に 取扱 うこ と は 困難 な 問題 で あ 
る が , 今後 開拓 を 要する も の と し て 注目 
に 値する 。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. 
Geol., 44, 1421~1424, 1960) (4-3) 


8379, Great Salt Lake の コア ーー 分 析 
Fardley, A. J., Gvosdetoky, V. 
27h Great Salt Lake © jifife, 
Saltair 保養 地 の 1 PHAL x HEC 650 RO 
a7 —# AL tw. Pleistocene に 属す 
ZREORRERSEROK, 三重 の コア 
ー バ レル を 用 い , AW I/O 回 転 を 
HET, また 泥水 は その 間 を 循 民 させ た 。 
平均 10 器 毎 の 試料 の 中 , 粗 毅 な 砂 は A 
クリ ー ン 上 か ら 探 取 さ れ た 。 これ ら に つ 
wt Ca, Mg 炭酸 塩 , 粘土 鉱物 , W. 
Ye, 火山 灰 (凝灰岩 ) OAT, 放射 能 , 
oolite, #4, 貝類 及び Cy に よる 各種 
の 検討 を 行 つ た 。Carbonate 総量 は 細 粒 


岩 で 7~38% で 平均 2296, HI 
一 般 に 低く , MgCOs isthe t 9.5~2 
% で 平均 5%, 全般 に 均等 の 傾向 が あ 
So 一 応 総 量 30% DES RRB A 
央 水 湖 環 境 に よる も の と し た 。 粘土 鉱物 
RRR PE, モン モリ ロン 石 の 
BNO VEEL, カオ リナ イト 20%, 4 74 
ト 45%, モン モリ ロン 石 3595 が 共通 
量 と 認め られ る が , それ 自体 気候 変化 を 
指示 する 積極 的 な 傾向 は 見 出し 難い 。 内 
酸 塩 を 除い た 後 の sand-fraction に つい 
て は , granule~coarse の 砂 は , (Etim IK 
FABIO Y CRU BIED 環境 を 示す る も 
の と され る 。 コア ー の 色 は , FORBM 
BRERLIYTL OFFAL Bw, ERE 
の 有機 物 含 量 と の 関係 は ARN CH So 

KD soil の 挟 在 が み ら れ る が , これ 
は 短い な が ら 沈 積 の 間隙 を 示し て いる 。 

これ に つい て , fh, 構造 , 炭酸 塩 量 , 水 
分 , 可 沙 性 塩類 等 を 検討 し た 。 放射 能 は 
485 PRE CITOW TRL DB, 砂 に 低く , 

粘土 類 に 高い 。Oolite RURRNELK, 

Pal, (夏季 ) , BRICK) Bi 
及び 高 虚 度 の 湖 を 指示 する も の と し て 夫 
AAT 柱状 図 上 に 検出 記録 し た 。 更に 
ostracodes, inollusks の 産出 か ら 以 上 を 
Reel, 環境 解析 を 行い , 
Valley chronology と よく 対 遍 する 5 つ 
の pluvial cycle を みとめ られ , Afto- 
nian interglacial, Kansan glacial を 
経て , Wisconsin まで の 間 に intergla- 
cial 3, glaciol 2 期 が 区 分 され た 。 泊 心 
部 159R 及び 32R の コア ァ ー か ら Cy 
(carbonate carbon 及び organic carbon 
の 夫々 か ら ) WED TREY, 300 
BR Gli 825 年 , 430 mR まで は 900 年 , 
以下 を 1000 年 と し て 計算 し , Saltair の 
コア ァ アー か ら Pleistocene を 80 万 年 と し 
foo また この コア ーー 断面 は Wiconsin, 
及び Sangamon, Illinoian, Yarmouth, 


Missisippi 


$52 3G Ok Wy Oh RES HB 


Kansan, 及び Aftonian の 一 部 に 豆 り 
一 応 Pleistocene の 全 断 面 に 相当 し , ま 
た Pearlette tuff の 鍵 層 と し て の 存在 
は early Kansan を 裏付け る る も る の で あ 
る 。 (Bull. Geol. Soc. Amer., 71, 1323 
~1344, 1960) [加藤 ] 


8380, 定量 的 図法 技術 の 分 類 と 慈 評 
Forgotson, J.M. Jr. 


岩 相 図 は 岩石 構成 の 性 質 或いは 岩石 組 
成 の 地域 的 変化 を 定量 的 に 示す も の で , 
地層 構成 の 状態 を 明示 し , 古 地 理学 や 古 
構造 運動 の 解釈 に 対す る FHT aT UO 
で ある 。 定量 的 層 位 学 図 は (1) 構造 図 及 
A (2) na eas (3) 岩 相 図 
(4) 垂直 変化 図 (5) 統計 上 の 分 析 に よ 
る 図 ee WESHN, DO 
5 種類 に 分 類 さ れる 。 組成 上 の 取扱 は 岩 
相 図 の 異 つ た 型 に よ つ て FER DO AYE CH 
現す る こと が 出来 る 。 こ の 報告 の 目的 は 
岩 相 図 の 下調べ に 利用 し た 種々 の 技巧 を 
分 類 し , HL 比較 する こと に ある 。 第 
1 図 は Krumbein and Sloss (1951), 
Krumbein (1952) に ょ つて 論議 され た 
ratio-type lithofacies map の 解釈 と 組 
立 に 基づい て , sand-shale ratio 及び 
clastic ratio \C LOCAL KR. 第 2 図 
は Pelto (1954) に よっ つて 導 か れ な た clas- 
sifying function lithofacies map で 
function D=100(1 —[(4P),_, —(4P) om ), 


3 pi=1 and (4 る る) を 用 いて sand, 


mie non-clastics の 3 成分 を 分 類 し た 。 
第 3 図 は Pelto(1954) に よる entropy- 
function lithofacies map で “‘Isentro- 
pic” lithofacies map と し て entropy 
function は 100 Hr=—100 2% pi log pi 
Hm 
で 3 成分 を 分 類 し て RLS. 4 
図 で は entropy-ratio lithfacies map で 
"Isentropic” に 3 成分 ratio の 概念 を 


An Csand/shale, non-clastics/shale, 
non-clastics/sand= 1 の 関係 で 分 類 し 
て いる 。 最 後に Krumbein (1955) に よ 
る facies-departure map で 分 類 し て い 
る 。 岩 相 図 を 定量 的 に 表現 する 際 , 種々 
DEC 解釈 する こと が の ぞ ま し い 。 BR 
vertical variability maps Gir 
現す る 際 に は , total entropy は 同じ で 
も interval entropy に 差異 が ある か ら 
その 関係 を 表わす 必要 が ある 。 筆者 は こ 
の 点 を 分 類 し て HRI ON ELD 
て いる 。 (Bull. Amer. Assoc. Petrol. 
Geol., 44, 83~100, 1960) [阿部 〕 
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8381, 火 短 燈 融 法 に よる イッ トリ ウム 
CIE MRO Rudness,R.G., 
Kebler, R. W. 

EER PAHAA Rs” R2”’ (SiO,)3 tf 
BOtivhb VY 2A (YIG) 
Y3Feg(FeO,)3 は ferromagnetism を 
も ち , COMPMMIFRARA 5N TS 
YIG (LAS PRSRLT SOS, IGRI & 
れ ば 単 結 品 を 成長 させ る こと が で きる 。 
po Y2O, + Fe,O, # Y, 3h e,Oi2 の 
組成 に 調合 し , 加 圧 成型 し 1400°C 24 時 
Figg YIG を 作る 。 こ れ を 400 mesh 
に 粉砕 し , Verneuil if を 用 い 酸 水素 褒 
CHAVSRLL, 0.10 へ 0.58 in/hr の 成長 
率 で 第 3/16 in, 長 さ 1 in OMB 
卓 を 作 つ た 。 成長 率 の 早い 場合 は Fe。O。, 
YFeO。 と YIG の 三 相 が で きる が , お 
そい 場合 に は YIG が 得 ら れる 。 こ の 成 
長 機 構 を Fe。O。- Y20。 系 の 状態 図 で 説 
明 し て いる 。 分 解 姓 融 す る ムラ イト の 単 
結晶 成長 機構 も や , 同様 に 理解 され る 可能 
性 が ある 。 (Jour. Am. Cer. Soc., 43, 
17~22, 1960) (RAID 


BRAC BEE BD a AL PR eae 


FAN ASR RAS ht 


AB SE th BK Op 


sO+ os 


HY Ot 
Be 
a | 


総 A DK 


eee 


研 究 wx 


= 


丹波 山地 の 二 , =OrvaAvRE OM TAZREA.......... 
EDR Pe SKU OD ARAB ITE, or 


FERAL GK PEER . 
X43 k CERES & BROAN. 


A eae Weak OD) JRE CVG ONGC . Ue ee its ni: 


Xenothermal AIG PERRO TLE ASD -- 
四国 三波 川 層状 信 鉛 硫化 鉄鉱 床 の “は ね 込み ” gkeKeis 
見 られ る 斑 品 状 余 長石 oa 


佐賀 県 加 部 島 is RHEL ELL ERIN BH BIRDS HG 
FLOR OMANER EA LAO ERM (1) (Il)... 


日 高 国 幌 満 川 中 流 の 黒雲 母 混成 岩 に 伴う ノー ライ ト ・ へ ハ 
STAT AEE ao i 

eee et ee 
その 成因 に つい て 


の 
(a 


KELP PID SB OMB oo eee 
宮城 県 温湯 附近 に み ら れ る 新 第 三 紀 完 晶 質 岩石 類 


物 の 研究 (第 3 報 ) ・ 
滑石 肺 よ り 得 られ た 滑石 結晶 に つい て 
ES ARB A DV PEK, NA-TH, eRe 


BRU IRE 


KFT — GRRL 1 SRE PD RE GEA RGR GA 


OSB IEE GR Sf He 9p | MANE ON DOR Ae Wont ee Pee SIO 
NO LE a a dg ee tt WS 
SO TOBY, ge VG nc: oh a oe Rs 


aS 


6 (@mM=+2 — 8) 
S (B@M@aj-->R=+ 月 ) 


応 地 


Best 


AEH 


島田 
人 ハ 森 
今野 


=i 
Pu» 


bhi 


ee 
真弓 
Fx— 
寿 和 
寿 和 
Weg te 
Be 
AE 


— he 


青木 謙一 郎 


ae 


oe 


Zs 
Ba 
SAE 
健三 

& 


i 


長谷 川 修三 


中 山 
勝 井 
高橋 
成田 


山岡 
鈴木 
KAR 


松 身 


義雄 
RIE 


RE 


— Ke 
光郎 
FE— 


AIR TED ILZAELRR  - mint 2 re a, 187 
SE UR IAN BE 55 ZEN I ere ae oe a oem =i, cae ize ue Ke) 
(GHz BBKLRA t ORM. - sees. 宇 留 野 勝敏 «194 
松尾 鉄山 第 4 鉄 体 の 鉱物 , 特に ICO fc 鈴木 敏明 202 
富山 県 八尾 町 の 緑色 北 灰 岩 中 の 粘 圭 鉄 物 .. . 30S 四郎 208 
吉村 Bx 
Soe ay IGE SeRa) Oa) ©) ODS ARSEC I i). n oe oe Shoo ns On nu Oo be {Erk 晴雄 221 
吉永 BS 
4AM AKO PAA Ow TE. .. BA JAH 230 
{CMM RETR U LORD. [EH 2 236 
HE Ec LUE EL SD BGA - - . . 山本 AN 238 
Fi SHOR iaa) Tit O BSE ADEM JS - SEE Ae Sp a 7 
=, KF, 氏 打 鉄山 産 鍋 石 の 結晶 形 と 格子 便数 .… pepe =n ED ee 250 
KU KEBEAO montmorillonite ZOVT................ BR Ye 263 
高野 3 
AWGROM ERATE I FMOMMICOW To ae 272 
Sp SOs ayy St ISON Cc 山本 “et 276 
仙 合 市 三 ele LRH ORR ORE. .. Bee 280 
北部 阿武 隈 山地 に お ける 点 紋 片 岩 の 発見 と その 意義 .…………… | Be 287 
[KBR PUR UALRO MB RUBE... cece eee eens ARBRE RR 292 
= KEAGTARIISEMOS7 oY b4 FRE... eee RE (= 300 
pee NB 
青森 県 尾崎 鉱山 産 重 上 醒 石 の 格子 恒 数 . 大 森 茂一 248 
a SS 
EEN D Sh A Ware elie - - 古賀 邦彦 118 
SHB 5 Hee NB ROAN.. 柴田 勇 255 
“SenoM Re 
本 会 30 周年 記念 会 記事 , 昭和 34 年 度 総会 並 びに 記念 庄 演 会 記事 及び 講演 要旨 
昭和 3 34 年 度 会 計 報 告 及び 昭和 35 EE PAR, 昭和 35 年 度 会 長 及び 評議 員 選 挙 結 
時 報告 , 昭和 36 年 度 本 学会 評議 員 候 者 の 推薦 に つい て , Waa 35 年 度 総会 及び 特 
LSI FURR ABR. 会 員 動 静 , 投稿 規定 , 会 費 納 入 の 件 他 
SW BR 
Marysvale, Utah, Uranium Area. By Paul F. Kerr {th 13 件 
see: 
SRY? BU Hi ihe 高温 高圧 に 於 ける Al,O,-H,O 系 他 29 件 
岩石 学 及 び 火 山 学 Main Donegal granite 他 31 件 
金属 鉄 床 学 Peru, Cuojone の 斑 岩 銅鉱 鉄 床 他 25 件 
Ah GR PR PA 堆積岩 に 於 ける 有機 化合 物 の クロ マト グラ フィ イク 型 
集積 他 22 件 
mG MH KSI KS 4 bY ORR EEO BE 


SAR CHAS) 山崎 健 市 (AMRABMBOCNAI), 清水 昭男 (東京 都 港 区 芝 
田村 町 2 の 12, 日 章 金 属 鉱山 KK.KK.), 鈴木 寅 之 戒 (仙人 台 市 多 取 山田 住宅 54 号 ), 奥野 
#8 (鳥取 県 三朝 局 区 内 岡山 大 学 温泉 研究 所 ) 
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